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間
に
於
け
る
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火
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の
私
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私
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

谷
　
口
　
規
矩
雄

　

始
め
に

　

筆
者
は
前
稿
「
清
代
中
期
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
」（『
研
究
論
集
』
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）

に
於
い
て
、
清
代
雍
正
朝
以
降
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
至
る
間
は
、
軍
事
に
於
い
て
は
大
勢
と
し
て
軍
縮
に
向
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
具
体
的

な
政
治
、
社
会
的
状
況
に
於
い
て
は
、
乾
隆
朝
の
「
十
全
武
功
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
火
薬
・
火
器
が
相
当
大
量
に
組
織
的
に
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
た
だ
そ
の
中
で
国
家
に
よ
り
厳
重
に
管
理
さ
れ
る
べ
き
火
薬
・
火
器
が
、あ
る
状
況
の
下
で
は
民
間
人
に
よ
っ

て
私
造
さ
れ
た
り
、
私
蔵
さ
れ
て
い
る
事
実
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
本
稿
に
於
い
て
は
そ
う
し
た
私
蔵
・
私
造
の
事
実

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
政
治
的
、
社
会
的
意
味
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二

　
　

Ⅰ
清
朝
初
期
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
禁
止
令
に
つ
い
て

　

鳥
銃
・
大
砲
等
の
火
器
は
明
末
清
初
の
時
期
に
大
き
く
進
歩
し
、
製
造
量
も
急
速
に
増
大
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
国
家
が
こ
う
し
た
最

新
兵
器
を
確
保
、
使
用
し
て
支
配
領
域
を
拡
大
し
、
或
い
は
そ
の
体
制
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
は
当
然
の
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ

う
し
た
点
か
ら
言
え
ば
、
清
朝
は
中
国
支
配
を
拡
大
し
て
行
く
過
程
に
於
い
て
、
最
新
兵
器
で
あ
る
火
器
を
如
何
に
確
保
し
管
理
す
る
か

と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
朝
が
中
国
支
配
に
乗
り
出
し
た
当
初
に
あ
っ
て
は
、
所
謂
南
明
政
権
が
な
お

か
な
り
の
勢
力
を
維
持
し
、
反
清
復
明
を
唱
え
る
地
方
の
所
謂
土
賊
が
火
器
等
を
保
有
し
て
反
清
活
動
を
各
地
で
展
開
し
た
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
早
く
も
順
治
五
年
、
清
朝
は
民
間
人
が
銃
砲
を
使
用
し
、
或
い
は
収
蔵
す
る
こ
と
を
厳
禁
す
る

命
令
を
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。『
清
朝
実
録
』（
以
下
『
実
録
』
と
略
記
す
る
）
巻
四
十
、
順
治
五
年
八
月
丁
未
の
条
に

諭
兵
部
。
今
各
処
土
賊
。
偸
製
器
械
。
私
買
馬
匹
。
毒
害
良
民
。
作
為
叛
乱
。・・・
今
特
為
禁
約
。
除
任
事
文
武
官
員
。
及
戦
士
外
。

若
間
散
官
、
富
民
之
家
。
概
不
許
畜
養
馬
匹
。
亦
不
許
収
蔵
銃
砲
・
甲
冑
・
鎗
刀
・
弓
矢
・
器
械
。
各
該
地
方
官
察
出
。
估
値
給
価
。

馬
匹
与
軍
士
騎
操
。
甲
冑
・
鎗
刀
・
弓
矢
・
器
械
。
可
用
者
収
貯
。
不
可
用
者
。
尽
行
銷
毀
。

　

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
各
地
で
土
賊
が
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
特
に
禁
止
命
令
を
出
す
と
し
て
、
任
事
の
文
武
官
員
や
兵
員
以
外

の
者
が
馬
匹
を
飼
養
す
る
こ
と
は
概
な
べ
て
許
さ
ず
、
亦
銃
砲
・
甲
冑
・
槍
刀
・
弓
矢
や
そ
の
他
の
兵
器
を
収
蔵
す
る
こ
と
も
許
さ
な
い
。

当
該
の
地
方
官
が
そ
れ
ら
を
調
べ
出
し
た
場
合
に
は
、（
銃
砲
・
馬
匹
は
）
そ
の
価
値
を
給
与
し
、
馬
匹
は
兵
士
に
供
与
し
て
騎
乗
さ
せ
る
。

甲
冑
・
槍
刀
・
弓
矢
や
そ
の
他
の
兵
器
は
、
使
用
可
能
な
物
は
官
に
収
蔵
し
、
使
用
不
能
な
物
は
全
て
破
壊
せ
よ
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。

更
に
後
文
で
は
、（
保
甲
の
）
十
家
長
が
兵
器
を
収
蔵
し
て
い
な
い
と
い
う
保
証
書
（
甘
結
）
を
当
該
地
方
官
に
提
出
さ
せ
る
事
と
し
た
。
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三

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

こ
の
禁
令
に
従
わ
な
い
で
兵
器
を
隠
匿
し
た
者
は
反
逆
者
と
見
な
し
、
捜
し
出
さ
れ
た
り
、
密
告
さ
れ
た
場
合
は
、
本
人
は
斬
刑
に
処
し
、

家
産
や
妻
子
は
官
に
没
収
し
、
近
隣
十
家
の
長
は
杖
、
又
は
流
刑
に
処
す
と
い
う
厳
し
い
政
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
初
の
政
情
不
安
の
時
期
に
、
一
般
人
が
兵
器
等
を
私
蔵
す
る
こ
と
が
厳
禁
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
以
後

こ
の
禁
令
は
清
朝
歴
代
の
基
本
政
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
南
明
の
反
清
活
動
は
鎮
定
さ
れ
た
が
、
間
も
無
く
三
藩
の
乱
が
発
生
し
、
再
度
中
国
は
戦
乱
の
巷
と
な
っ
た
。
こ
の
乱
が
収

束
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
康
煕
十
九
年
、
清
朝
は
各
地
に
残
存
し
て
い
る
火
砲
（
紅
衣
砲
）
の
実
情
を
調
査
さ
せ
る
と
同
時
に
、
火
砲
の

私
鋳
を
厳
禁
す
る
令
を
出
し
て
い
る
（『
実
録
』
巻
九
十
、
康
煕
十
九
年
五
月
辛
未
）。
更
に
そ
の
後
、
康
煕
四
十
七
年
（
一
月
庚
午
）
に
は

　
　

諭
兵
部
。
鳥
鎗
等
火
器
。
祇
当
用
於
蒐
猟
行
陣
之
間
。
此
外
一
応
旗
下
民
間
。
不
得
擅
用
。
著
厳
行
禁
止
。

　

鳥
銃
等
の
火
器
は
、
た
だ
狩
猟
や
戦
闘
に
使
用
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
外
で
は
全
て
の
旗
人
、
民
間
人
は
勝
手
に
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
。
禁
止
を
厳
命
す
る
、と
政
令
を
下
し
た
。
こ
の
令
を
受
け
る
形
で
こ
の
年
五
月
、太
原
総
兵
官
馬
見
伯
は
以
下
の
よ
う
に
上
奏
し
た
、

太
原
総
兵
官
馬
見
伯
疏
言
。
火
器
・
鳥
鎗
。
久
奉
明
禁
。
近
来
商
民
尚
有
私
用
、
私
造
者
。
請
勅
該
地
方
官
。
将
民
間
見
存
鳥
鎗
。

限
期
繳
官
入
庫
。
永
行
禁
止
。
如
有
必
要
鳥
鎗
之
処
。
先
令
呈
明
地
方
官
。
止
許
長
一
尺
五
寸
。
刊
刻
地
方
・
姓
名
。
違
者
照
律
治
罪
。

至
硝
磺
乃
火
器
中
所
用
。
請
厳
禁
私
売
以
杜
奸
宄
。・
・
従
之
。

　

火
器
・
鳥
銃
は
永
く
禁
止
の
命
令
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
近
頃
商
人
や
、
民
間
人
で
な
お
私
用
し
た
り
、
私
造
す
る
者
が
い
る
。
請

う
ら
く
は
当
該
の
地
方
官
に
勅
命
を
下
し
、
民
間
に
現
存
す
る
鳥
銃
を
期
限
を
切
っ
て
官
庫
に
納
め
さ
せ
、
永
久
に
禁
止
さ
れ
ま
す
よ
う

に
。
若
し
鳥
銃
を
必
要
と
す
る
処
が
あ
れ
ば
、
前
も
っ
て
地
方
官
に
申
し
出
て
、
長
さ
一
尺
五
寸
の
物
で
、
居
住
地
・
姓
名
を
彫
り
こ
ん

で
あ
る
物
は
所
有
を
許
可
す
る
。
こ
れ
に
違
反
し
た
者
は
律
に
照
ら
し
て
処
罰
す
る
。
硝
石
・
硫
黄
に
つ
い
て
は
火
器
と
し
て
使
用
す
る

［
3
］



清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

四

物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
私
売
を
厳
禁
し
て
悪
事
を
塞
ぐ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

馬
見
伯
は
火
器
・
鳥
銃
の
禁
止
令
が
下
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
な
お
そ
れ
ら
を
私
用
、
私
造
す
る
者
の
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

地
方
官
に
命
じ
て
そ
れ
ら
を
官
に
収
蔵
さ
せ
、
そ
の
使
用
を
永
久
に
禁
止
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
一
方
鳥
銃
を
必
要
と
し
て
い

る
所
と
い
う
の
は
上
記
の
一
月
に
出
さ
れ
た
禁
令
に
い
う
狩
猟
に
関
係
す
る
こ
と
で
、
狩
猟
で
の
鳥
銃
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
馬
見
伯
は
こ
う
し
た
場
合
の
認
可
条
件
を
よ
り
具
体
的
に
提
案
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
民

間
に
於
け
る
火
器
・
鳥
銃
の
禁
止
令
が
か
な
り
一
般
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
火
薬
の
原
料
で
あ
る
硝
石
・
硫
黄
の
私
売
の
禁

止
も
こ
れ
以
後
法
令
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

続
く
雍
正
・
乾
隆
時
代
に
も
時
に
応
じ
て
こ
の
禁
令
は
地
方
官
に
よ
り
何
度
も
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
こ
の
禁
令
が
無

視
さ
れ
た
り
厳
格
に
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
存
在
し
た
よ
う
で
、
雍
正
・
乾
隆
朝
も
引
き
続
き
こ
の
禁
止
令
の
よ
り
厳
し
い
励
行
を

求
め
た
。

　
　

Ⅱ
雍
正
・
乾
隆
朝
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
禁
止
令
実
施
の
実
情

　

雍
正
朝
は
そ
の
初
期
に
於
い
て
雲
南
・
貴
州
地
方
の
苗
族
等
少
数
民
族
の
反
乱
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
王
朝
は

火
薬
・
火
器
の
取
締
り
を
厳
格
化
し
て
い
た
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
少
数
民
族
地
帯
に
於
け
る
硝
磺
の
不
法
な
販
売
は
完
全
に

は
禁
止
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
実
録
』
巻
五
二
、
雍
正
五
年
一
月
甲
辰
の
条
に
次
の
よ
う
な
事
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

署
理
湖
広
総
督
福
敏
等
奏
言
。湖
広
苗
猺
地
方
。不
産
硝
磺
。而
各
案
毎
以
鎗
砲
傷
人
。明
係
奸
民
販
売
。転
入
峝
寨
。臣
等
正
行
厳
禁
。
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五

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

乃
査
旧
案
。
参
革
藩
司
張
聖
弼
任
内
。
濫
給
硝
磺
牌
照
甚
多
。
以
致
漢
口
経
紀
。
公
然
販
売
。
至
今
尚
有
存
貯
。
前
撫
臣
鄭
任
鑰
。

在
藩
司
任
内
。
亦
有
伊
戚
林
西
周
販
売
。
雖
経
詳
明
督
撫
。
而
違
禁
射
利
。
殊
玷
官
箴
。
理
合
奏
聞
。

　

湖
広
総
督
福
敏
等
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
湖
広
の
苗
族
・
猺
族
等
の
居
住
地
域
で
は
硝
磺
は
産
出
し
な
い
。
し
か
し
各
事
件
で
は
常
に
銃

砲
を
使
っ
て
人
に
傷
を
負
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
奸
民
が
（
硝
磺
を
）
販
売
し
て
山
間
の
寨
に
持
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
共
は
禁
令
を
励
行
さ
せ
て
い
る
が
、
以
前
の
事
件
を
調
査
す
る
の
に
、
弾
劾
さ
れ
て
免
職
に
な
っ
た
布
政
使
張
聖
弼
の
在
任
中
に
、
彼

は
硝
磺
販
売
の
許
可
証
を
濫
り
に
商
人
達
に
給
与
し
た
。
そ
れ
で
漢
口
の
仲
買
人
達
が
公
然
と
（
硝
磺
を
）
販
売
し
、
今
に
な
っ
て
も
な

お
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
前
の
巡
撫
鄭
任
鑰
は
、
布
政
使
に
在
任
中
、
彼
の
親
戚
林
西
周
に
（
硝
磺
を
）
販
売
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
既
に
督
撫
に
詳
文
に
て
報
告
（
詳
明
）
し
た
が
、
禁
令
に
違
反
し
て
利
益
を
求
め
る
行
為
で
、
殊
に
官
僚
と
し
て
の
心
得
を

汚
す
こ
と
な
の
で
奏
聞
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
特
に
湖
南
の
苗
族
・
猺
族
の
居
住
地
域
と
い
う
限
定
さ
れ
た
土
地
に
於
け
る
事
例
で
あ
る
が
、
禁
制
品
で
あ
る
硝
黄
が
地
方
官

僚
の
違
法
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
こ
の
地
域
へ
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
雲
南
・
貴
州
を
中
心
に
中
国
南
西

部
で
は
少
数
民
族
の
反
乱
が
頻
発
し
た
の
で
、
福
敏
は
こ
の
直
後
に
も
苗
族
に
対
す
る
火
器
の
私
造
や
火
薬
の
販
売
の
禁
止
を
強
化
す
る

条
例
を
発
し
て
い
る
（
１
）。
し
か
し
こ
う
し
た
特
別
な
山
岳
地
帯
で
硝
石
を
産
出
す
る
地
域
で
は
、
硝
石
の
販
売
を
生
業
と
す
る
人
達
が

い
た
よ
う
で
、
そ
の
禁
止
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
２
）。

　

他
の
事
例
と
し
て
『
実
録
』
巻
七
八
、
雍
正
七
年
二
月
辛
卯
の
記
事
を
上
げ
よ
う
。

諭
兵
部
。
火
器
関
係
軍
政
。
甚
為
緊
要
。
鳥
鎗
・
硝
磺
。
不
許
民
間
蔵
匿
。
例
禁
甚
厳
。
乃
外
省
奉
行
不
力
。
視
為
具
文
。
前
有

人
在
打
箭
爐
。
見
西
蔵
番
民
来
爐
貿
易
。
所
帯
鳥
鎗
。
倶
係
内
地
製
造
款
式
。
又
有
人
在
天
全
土
司
。
査
出
鳥
鎗
九
十
余
桿
。
似

［
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

六

此
則
不
法
之
民
。
私
造
鳥
鎗
。
違
禁
販
売
者
不
少
矣
。
川
省
如
此
。
他
省
可
知
。
著
該
督
撫
留
心
訪
察
。
厳
加
申
禁
。

　

火
器
は
軍
事
に
関
わ
る
事
柄
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
鳥
銃
・
硝
磺
は
民
間
の
収
蔵
、
隠
匿
は
許
さ
れ
ず
、
禁
令
は
非
常
に
厳
し
い
。

し
か
し
地
方
各
省
は
禁
令
の
励
行
に
努
め
ず
、
空
文
と
見
な
し
て
い
る
。
打
箭
爐
（
四
川
省
）
に
い
た
人
物
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
打
箭
爐

に
来
て
交
易
す
る
の
を
見
た
が
、
彼
等
が
携
帯
し
て
い
る
鳥
銃
は
皆
中
国
内
地
の
方
式
で
製
造
さ
れ
た
物
で
あ
っ
た
。
又
天
全
土
司
（
四

川
省
）
に
い
た
人
物
が
鳥
銃
九
十
余
丁
を
調
べ
出
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
有
様
だ
か
ら
、
不
法
の
民
が
鳥
銃
を
私
造
し
て
禁
令
に
違
反

し
て
販
売
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
四
川
省
が
こ
の
様
だ
か
ら
他
省
も
同
様
だ
ろ
う
。
当
該
の
総
督
・
巡
撫
に
命
じ
て
注
意
し

て
取
締
り
を
行
い
、
更
に
禁
令
を
厳
し
く
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
皇
帝
の
兵
部
に
対
す
る
指
令
で
あ
る
が
、
打
箭
爐
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
中
国
人
と
交
易
す
る
際
に
、
彼
等
が
護
身
用
に

携
帯
し
て
い
る
鳥
銃
は
皆
中
国
国
内
の
製
造
方
式
で
作
成
さ
れ
た
物
だ
と
い
う
。
又
天
全
土
司
、
即
ち
チ
ベ
ッ
ト
族
か
苗
族
の
居
住
地
域

で
九
十
余
丁
の
鳥
銃
が
調
べ
出
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
清
朝
の
禁
令
に
違
反
し
て
中
国
の
商
人
が
彼
等
に
鳥
銃
を
販
売
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
の
例
で
は
地
方
官
が
禁
止
令
を
無
視
し
て
硝
磺
の
販
売
に
手
を
貸
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
で
は
官
吏
が
直

接
手
を
貸
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
民
間
人
が
違
法
に
鳥
銃
を
私
造
し
た
り
販
売
す
る
の
を
見
逃
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
清

朝
は
早
く
か
ら
鳥
銃
等
の
火
器
が
民
間
で
私
造
さ
れ
た
り
販
売
さ
れ
る
の
を
厳
禁
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
禁
令
を
励
行
す
べ
き
立
場
に

あ
る
官
僚
の
中
に
、
そ
れ
に
反
す
る
行
動
を
取
る
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
火
薬
・
火
器
の
徹
底
し
た
取
締
り
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
は
言
わ
ば
特
殊
な
少
数
民
族
地
帯
、
或
い
は
辺
境
の
例
で
あ
る
が
、
国
内
に
於
い
て
も
硝
黄
が
販
売
さ
れ
て
い
た
例
が
あ
る
。『
実

録
』
巻
一
三
六
、
雍
正
十
一
年
十
月
壬
子
の
条
に
、

［
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七

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

又
諭
。
硝
磺
為
軍
器
・
火
薬
之
用
。
例
禁
甚
厳
。
聞
河
南
地
方
。
有
出
産
焔
硝
之
処
。
小
販
経
紀
。
往
往
以
雑
物
零
星
易
換
。
赴

隣
省
售
売
。
現
拠
湖
北
各
属
。
盤
獲
甚
多
。
朕
思
河
南
之
硝
。
既
私
行
於
楚
北
。
則
其
私
行
於
付
近
各
省
。
更
不
待
言
。
著
該
督

等
飭
令
各
属
。
実
力
査
禁
。

　

硝
磺
は
軍
器
・
火
薬
に
使
用
さ
れ
る
物
で
あ
り
、禁
令
は
非
常
に
厳
し
い
。
聞
く
所
で
は
、河
南
地
方
に
硝
石
を
産
出
す
る
地
域
が
あ
り
、

小
商
人
や
仲
買
人
が
様
々
な
物
品
と
小
量
づ
つ
交
換
し
て
近
隣
の
省
に
赴
き
販
売
し
て
い
る
と
い
う
。
現
に
湖
北
の
各
地
域
の
報
告
に
よ

れ
ば
、（
硝
石
の
）差
押
さ
え
が
非
常
に
多
量
だ
と
い
う
。朕
が
思
う
に
、河
南
の
硝
石
が
湖
北
地
方
に
秘
か
に
販
売
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

付
近
の
各
省
に
密
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
無
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。当
該
の
総
督
等
を
し
て
所
属
の
各
官
に
厳
命
し
て
、

力
を
尽
く
し
て
捜
査
、
禁
止
さ
せ
る
よ
う
に
。
河
南
省
は
早
く
か
ら
硝
石
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
改
め
て
そ
の

販
売
の
禁
止
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

乾
隆
朝
に
至
っ
て
も
そ
の
禁
令
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
あ
る
特
定
の
職
業
即
ち
狩
猟
者
や
、

特
定
の
地
域
、
即
ち
険
し
い
山
岳
地
帯
で
猛
獣
の
生
息
し
て
い
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
そ
の
防
禦
の
為
に
鳥
銃
の
製
造
や
保
持
を
許
可
せ

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
福
建
の
陸
路
提
督
蘇
明
良
が
福
建
地
方
は
他
の
地
方
と
事
情
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
部
地
域
に
於
け
る

鳥
銃
の
使
用
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
奏
請
し
て
い
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は

著
交
総
督
郝
玉
麟
。
再
行
査
明
議
奏
。
尋
拠
奏
覆
。
延
・
建
・
邵
・
及
福
寧
・
福
州
・
興
化
七
府
属
。
民
情
稍
淳
。
且
崇
山
峻
嶺
。
猛
獣

最
多
。
応
准
製
造
鳥
銃
。
其
余
禁
止
。
得
旨
。
如
所
請
行
。（
３
）

　

総
督
郝
玉
麟
に
命
じ
て
改
め
て
実
情
を
調
査
さ
せ
意
見
を
求
め
た
。
彼
の
言
う
所
で
は
、
延
・
建
・
邵
の
各
州
府
、
及
び
福
寧
・
福
州
・

興
化
の
各
府
は
民
情
が
比
較
的
純
良
で
、
か
つ
険
し
い
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
猛
獣
が
最
も
多
く
生
息
し
て
い
る
地
域
な
の
で
、
鳥
銃
の
製

［
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

八

造
を
許
可
し
、
そ
の
余
の
地
域
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
。

　

皇
帝
は
郝
玉
麟
の
意
見
に
従
っ
て
福
建
の
特
定
地
域
に
於
け
る
鳥
銃
の
私
造
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
そ
の
地
方
で
は
鳥
銃
を
製
造
す
る
場
合
は
官
に
届
け
出
る
こ
と
。
そ
し
て
銃
身
の
長
さ
な
ど
は
制
限
さ
れ
、
銃
に
所
有
者
の
住

所
、
姓
名
を
彫
り
こ
む
事
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
鳥
銃
の
私
造
が
許
可
さ
れ
た
の
は
福
建
省
に
止
ま
ら
ず
他
の
地
方

に
於
い
て
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
代
は
少
し
下
る
が
乾
隆
二
十
五
年
の
事
と
し
て
『
実
録
』（
４
）
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

両
広
総
督
李
侍
堯
奏
称
。
遵
旨
覆
議
按
察
使
来
朝
条
奏
一
摺
。
一
、民
間
製
造
鳥
鎗
。
呈
官
編
号
。
立
法
已
属
周
密
。
若
令
一
概
繳
銷
。

民
間
必
致
私
造
私
蔵
。
動
干
禁
令
。
徒
滋
煩
擾
。
応
毋
庸
議
。

　

こ
れ
は
広
東
按
察
使
来
朝
が
、
こ
の
地
方
に
於
い
て
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
の
製
造
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
こ
と
に
対

し
、
総
督
李
侍
堯
が
上
奏
し
た
意
見
で
あ
る
。
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
官
に
申
し
出
て
許
可
を
得
、
そ
の
銃
に
は
番

号
を
付
け
て
管
理
す
る
（
恐
ら
く
同
時
に
所
有
者
の
住
所
、
姓
名
を
彫
り
こ
ま
せ
た
と
思
わ
れ
る
）。
こ
う
し
た
方
法
が
既
に
行
き
渡
っ

て
い
る
。
若
し
一
概
に
官
に
納
め
さ
せ
廃
棄
す
れ
ば
、
民
間
で
は
必
ず
私
造
、
私
蔵
し
、
や
や
も
す
れ
ば
禁
令
を
犯
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

徒
に
地
方
政
治
の
煩
わ
し
さ
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
そ
の
意
見
を
取
上
げ
る
必
要
は
な
い
。

　

こ
の
李
侍
堯
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
広
東
地
方
で
も
一
部
地
域
で
は
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
の
製
造
が
認
可
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
外
北
方
の
辺
境
地
帯
や
、
国
内
で
も
特
別
な
山
岳
地
帯
等
で
は
猛
獣
の
防
護
や
盗
賊
の
防
圧
の
た
め
に
、
民
間
で
の
鳥
銃
の
私
造
、
私

蔵
を
認
可
さ
れ
て
い
る
地
方
が
存
在
し
た
。
た
だ
こ
う
し
た
地
方
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
基
づ
く
鳥
銃
の
私
造
、
私
蔵
の
認
可
は
、
そ
れ

を
認
め
て
い
な
い
地
方
へ
の
鳥
銃
の
流
出
を
招
き
兼
ね
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
、
官
僚
の

中
に
は
例
外
を
設
け
ず
全
面
的
に
禁
止
令
を
施
行
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
乾
隆
三
十
九
年
の
こ
と
と
し
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九

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

て
『
実
録
』
巻
九
七
一
、
乾
隆
三
十
九
年
十
一
月
戊
寅
の
条
に
、

兵
部
議
覆
。大
学
士
舒
赫
徳
奏
。商
民
防
禦
盗
賊
・
猛
獣
。応
用
鳥
鎗
。呈
明
地
方
官
製
造
之
例
。請
永
行
停
止
。其
竹
銃
・
鉄
銃
等
類
。

亦
概
不
許
製
造
。・
・
・
応
如
所
請
。
令
各
督
撫
転
飭
地
方
官
。
遍
行
示
諭
。
厳
定
限
期
。
将
民
間
私
蔵
鳥
鎗
等
項
。
令
其
赴
本
州

県
呈
繳
査
収
。

　

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
大
学
士
舒
赫
徳
が
上
奏
し
て
、
商
人
や
民
間
人
が
盗
賊
や
猛
獣
を
防
禦
す
る
の
に
鳥
銃
が
必
要
と
い
う
の
で
、

地
方
官
に
申
し
出
て
製
造
す
る
と
い
う
例
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
永
遠
に
停
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
そ
の
竹
銃
・
鉄
銃
の
類
も
ま
た

全
面
的
に
製
造
を
許
可
す
べ
き
で
は
な
い
。
兵
部
は
こ
の
議
を
受
け
て
、
こ
の
要
請
の
通
り
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
各
総
督
・
巡
撫
を

し
て
所
属
の
地
方
官
に
命
令
を
発
し
て
全
地
域
に
指
示
し
、
期
限
を
厳
定
し
て
民
間
に
私
蔵
さ
れ
て
い
る
鳥
銃
等
を
当
該
の
州
県
に
赴
い

て
差
し
出
さ
せ
、
州
県
が
検
査
し
て
収
納
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
学
士
舒
赫
徳
が
、
上
述
の
よ
う
に
一
部
の
特
別
な
状
況
に
あ
る
商
人
や
民
間
人
に
許
可
さ
れ
て
い
る
鳥
銃
製
造
の

特
例
を
永
遠
に
停
止
す
べ
き
こ
と
。
ま
た
特
別
に
許
可
さ
れ
て
い
た
竹
銃
や
鉄
銃
の
製
造
も
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で

あ
っ
た
（
５
）。
兵
部
は
こ
の
舒
赫
徳
の
提
議
を
受
け
て
、
各
地
方
に
於
い
て
民
間
に
私
蔵
さ
れ
て
い
る
鳥
銃
等
を
期
間
を
限
定
し
て
、
各

人
が
そ
の
州
県
へ
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
各
州
県
が
鳥
銃
等
を
収
納
し
終
わ
っ
た
後
、
そ
れ
ら
を
纏
め
て

督
撫
署
へ
送
付
し
、
督
撫
は
そ
の
数
量
を
詳
細
に
兵
部
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
禁
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
以
下
の
よ

う
な
罰
則
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
上
記
『
実
録
』
の
文
に
続
け
て

民
人
逾
限
不
繳
。
杖
一
百
。
徒
三
年
。
私
行
製
造
。
杖
一
百
．
流
二
千
里
。
毎
一
件
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
．
流
三
千
里
。
其
不

実
力
稽
査
之
地
方
専
管
文
武
各
官
。
罰
俸
一
年
。
従
之
。

［
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

一
〇

　

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
罰
則
が
定
め
ら
れ
、
皇
帝
も
此
を
裁
可
し
た
の
で
あ
っ
た
（
６
）。
以
上
の
よ
う
に
兵
部
の
決
定
に
基

づ
い
て
、
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
の
私
蔵
は
基
本
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
筈
で
あ
っ
た
。
所
が
こ
の
決
定
は
皇
帝
自
身
に
よ
っ
て

取
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
実
録
』
巻
九
八
七
、
乾
隆
四
十
年
七
月
甲
子
の
条
に
、
皇
帝
は
大
学
士
舒
赫
徳
の
奏
請
に
よ
っ
て
内
地

に
於
い
て
鳥
銃
の
私
蔵
を
禁
止
し
た
こ
と
、ま
た
福
隆
安
の
上
奏
に
よ
っ
て
蒙
古
地
方
に
於
い
て
も
鳥
銃
を
禁
止
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、

今
思
。
内
地
鳥
鎗
。
亦
不
必
査
弁
。
即
如
深
山
防
虎
。
村
荘
防
盗
。
民
間
製
鎗
備
用
。
亦
不
可
無
。
若
一
旦
概
行
収
禁
。
則
閭
閻

頓
失
自
衛
之
資
。
転
多
未
便
。
且
地
方
官
奉
行
。
原
亦
不
過
有
名
無
実
。
恐
弁
理
不
善
。・
・
・
所
有
内
地
査
禁
鳥
鎗
之
事
。
並
著

無
庸
弁
理
。
該
部
即
遵
諭
行
。

　

皇
帝
は
深
山
で
虎
を
防
禦
し
た
り
、
村
落
地
域
で
盗
賊
を
防
衛
す
る
の
に
、
民
間
で
鳥
銃
を
製
造
し
て
使
用
に
備
え
る
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
若
し
一
旦
全
面
的
に
禁
止
し
て
し
ま
え
ば
、
民
間
で
は
自
衛
の
手
段
を
失
っ
て
し
ま
い
、
不
都
合
が
多
い
こ
と
に
な

る
。
そ
の
上
地
方
官
の
取
締
り
も
い
い
加
減
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
…
内
地
に
於
い
て
全
面
的
に
鳥
銃
を
取
調
べ
禁
止
す
る
こ
と
は
取

上
げ
る
必
要
は
な
い
。
兵
部
は
直
ち
に
そ
の
旨
を
実
施
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

皇
帝
は
兵
部
の
議
に
よ
っ
て
内
地
は
も
と
よ
り
蒙
古
地
方
に
ま
で
、
全
面
的
に
鳥
銃
の
私
造
、
私
蔵
を
禁
止
す
る
令
を
出
し
た
の
で
あ
っ

た
が
、
一
年
ほ
ど
の
後
、
再
度
狩
猟
を
生
業
と
す
る
も
の
や
、
特
別
な
山
岳
地
帯
で
猛
獣
等
を
防
禦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
達
に
は
鳥

銃
の
私
蔵
を
認
可
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
火
薬
・
火
器
に
対
す
る
禁
令
は
再
度
部
分
的
な
例
外
を
認
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
乾
隆
四
十
六
年
に
な
っ
て
、
ま
た
次
の
よ
う
な
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
実
録
』
巻
一
一
四
四
、
乾

隆
四
十
六
年
十
一
月
己
酉
）。
皇
帝
は
上
述
の
よ
う
に
特
別
な
事
情
を
持
つ
民
間
人
や
地
域
に
於
い
て
は
鳥
銃
の
私
蔵
を
認
め
て
き
た
が
、

近
閲
各
省
招
冊
。
及
題
奏
案
件
。
常
有
火
器
傷
人
。
鳥
鎗
拒
捕
之
案
。
皆
因
各
省
督
撫
。
平
日
不
能
飭
属
実
力
査
弁
。
即
編
号
稽
査
。
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一
一

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

出
示
曉
諭
。
亦
不
過
奉
行
故
事
。
致
任
民
間
私
行
製
造
。
而
不
逞
之
徒
。
得
以
藉
端
滋
事
。

　

近
頃
、
各
省
の
犯
罪
調
書
や
上
奏
の
案
件
を
閲
覧
す
る
と
、
火
器
を
使
用
し
て
人
に
傷
害
を
与
え
た
り
、
鳥
銃
を
使
用
し
て
逮
捕
を
拒

ん
だ
り
す
る
事
件
が
常
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
皆
各
省
の
督
撫
が
日
頃
配
下
の
地
方
官
を
よ
く
戒
め
て
力
を
尽
し
て
処
置
し
よ
う
と
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
い
私
蔵
の
鳥
銃
に
（
所
有
者
名
や
）
番
号
を
付
け
て
取
調
べ
、
指
示
を
出
し
て
違
法
な
私
蔵
を
許
さ
な
い
こ
と
を

命
じ
て
も
、
地
方
官
は
た
だ
従
来
通
り
の
方
法
を
行
う
だ
け
で
、
民
間
で
勝
手
に
鳥
銃
を
製
造
す
る
ま
ま
に
し
て
い
る
。
だ
か
ら
不
逞
の

徒
が
僅
か
な
事
を
理
由
に
事
件
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

皇
帝
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
改
め
て
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
の
私
造
、
私
蔵
の
禁
止
令
を
厳
格
に
実
行
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

至
鳥
鎗
乃
軍
行
利
器
。
若
聴
其
公
然
鋳
造
。
私
用
無
忌
。
殊
非
戢
暴
安
良
之
道
。
著
伝
諭
将
軍
、
各
省
督
撫
、
府
尹
。
嗣
後
務
須

督
飭
各
属
。
実
力
厳
査
。
毋
許
工
匠
私
行
鋳
造
售
売
。
並
令
道
府
州
県
。・
・
留
心
稽
察
。・
・
如
有
民
間
私
蔵
者
。
即
可
随
時
繳
銷
。

・
・
・
著
将
此
各
伝
諭
知
之
。
并
将
如
何
設
法
査
弁
之
処
。
於
毎
歳
年
終
彙
奏
一
次
。

　

鳥
銃
は
軍
事
の
利
器
で
あ
る
。
若
し
民
間
で
公
然
鋳
造
し
、
憚
る
所
な
く
私
用
す
る
の
を
許
す
の
は
、
殊
に
暴
力
を
抑
え
良
民
を
安
堵

さ
せ
る
道
で
は
な
い
。
従
っ
て
将
軍
や
各
省
の
督
撫
、
府
知
事
に
指
示
し
、
各
所
属
下
の
者
に
命
令
し
て
厳
査
せ
し
め
工
匠
達
が
勝
手
に

鳥
銃
を
鋳
造
し
販
売
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
ま
た
道
府
州
県
官
は
注
意
し
て
検
査
し
、
若
し
民
間
に
私
蔵
す
る
者
が
あ
れ
ば
直
ち
に
随

時
提
出
さ
せ
て
廃
棄
せ
よ
。
こ
の
事
を
各
地
方
官
へ
申
し
伝
え
て
知
ら
し
め
、
合
わ
せ
て
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
検
査
、
処
置
し
た
か

を
毎
年
終
に
一
度
、
纏
め
て
報
告
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
猟
師
や
、
特
別
な
地
域
に
於
け
る
鳥
銃
の
使
用
許
可
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
使
用
は
厳
格
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
指
令
が
そ
れ
で
は
各
地
方
に
於
い
て
如
何
に
実
行
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
実
例
に
つ
い
て
は
乾
隆
四
十
六
年
十
一
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

一
二

月
以
降
、『
乾
隆
朝
宮
中
檔
奏
摺
』（
以
下
『
奏
摺
』
と
略
記
す
る
）
に
多
数
採
録
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
幾
篇
か
に
よ
り
具
体
的
状
況
を

検
討
し
た
い
。
民
間
に
私
蔵
さ
れ
て
い
る
鳥
銃
を
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
官
に
提
出
さ
せ
る
か
は
最
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
両
江
総
督
薩
載
は
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。『
奏
摺
』
乾
隆
四
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
の
条
に
、

臣
再
四
思
惟
。
凡
城
郷
・
市
鎮
・
村
庄
。
倶
有
地
保
。
同
里
而
居
。
工
匠
・
民
戸
。
地
保
無
不
認
識
。
欲
杜
鋳
造
之
端
。
先
令
各

処
工
匠
出
具
。
不
敢
私
行
打
造
鳥
鎗
甘
結
。
彙
交
地
保
。
呈
送
各
州
県
備
案
。
其
民
間
旧
有
鳥
鎗
。
飭
令
各
州
県
。
諄
切
暁
諭
。

居
民
悉
交
各
該
地
保
。
随
時
呈
繳
。
各
州
県
将
民
間
繳
到
鳥
鎗
。
按
月
造
冊
。
詳
送
督
撫
。
査
験
銷
毀
。
定
限
三
月
之
内
。
呈
繳

完
竣
。

　

私
は
あ
れ
こ
れ
思
案
し
ま
し
た
が
、
全
て
の
都
市
、
市
鎮
・
農
村
に
は
地
保
が
置
か
れ
同
里
内
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
工
匠
や
一
般
民

戸
に
つ
い
て
は
地
保
が
知
ら
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。（
鳥
銃
の
）
鋳
造
を
防
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
先
ず
各
地
の
工
匠
に
願
い
を
出

さ
せ
て
勝
手
に
鳥
銃
を
製
造
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
誓
約
書
を
地
保
に
提
出
し
、
地
保
が
そ
れ
を
各
州
県
へ
提
出
し
保
管
す
る
。
民

間
の
旧
有
の
鳥
銃
は
各
州
県
に
命
じ
て
居
民
を
説
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当
該
の
地
保
に
差
し
出
し
、
地
保
が
随
時
州
県
へ
納
入
す
る
。
各

州
県
は
民
間
が
納
入
し
た
鳥
銃
を
月
毎
に
冊
子
を
作
っ
て
記
録
し
、
そ
の
結
果
を
詳
し
く
督
撫
に
報
告
し
て
検
査
廃
棄
さ
せ
、
三
個
月
以

内
に
提
出
を
完
了
さ
せ
る
。

　

こ
の
薩
載
の
提
案
で
は
、
各
地
域
に
恐
ら
く
は
都
図
毎
に
任
命
さ
れ
て
い
た
地
保
（
７
）
を
基
本
に
し
て
地
域
の
工
匠
を
管
理
さ
せ
、
鳥

銃
の
私
的
な
製
造
を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
文
に
は

倘
逾
限
之
後
。
民
間
仍
有
蔵
匿
。
工
匠
復
敢
私
行
打
造
。
別
経
察
出
。
即
将
地
保
同
本
人
。
分
別
照
例
治
罪
。

　

と
述
べ
ら
れ
、
期
限
を
過
ぎ
て
鳥
銃
の
私
蔵
や
私
造
が
調
べ
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
人
と
共
に
地
保
も
処
罰
す
る
と
さ
れ
て
い
て
、

［
12
］



一
三

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

地
保
に
か
な
り
重
要
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
基
本
的
な
取
締
り
方
法
と
考
え
ら
れ
、
皇
帝
も
裁
可
し
た

の
で
あ
っ
た
。
た
だ
地
方
に
よ
っ
て
は
保
甲
を
基
礎
に
し
て
取
締
る
こ
と
に
し
た
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
８
）。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
鳥
銃
の
私
蔵
等
を
見
逃
し
た
地
方
官
に
対
す
る
罰
則
も
強
化
さ
れ
た
。
前
の
乾
隆
四
十
年
の
規
定
で
は
罰
俸
一
年

と
定
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
四
十
七
年
一
月
の
規
定
で
は

嗣
後
州
県
官
失
察
一
次
。
降
一
級
留
任
。
二
次
降
一
級
調
用
。
該
管
道
府
。
失
察
所
属
。
一
次
罰
俸
一
年
。
二
次
降
一
級
留
任
。

令
各
督
撫
於
年
終
彙
奏
時
。
将
失
察
次
数
査
参
。
従
之
（
９
）。

　

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
罰
俸
だ
け
で
な
く
、
官
吏
の
品
級
に
関
わ
る
罰
則
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
罰
則

を
基
本
に
し
て
鳥
銃
の
私
造
、
私
蔵
の
禁
止
令
が
実
施
さ
れ
て
行
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
禁
令
に
対
し
て
早
速
各
地
の
督
撫
か
ら
例
外
規
定
を
求
め
る
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
例
は
先
ず
山
西
省
で
あ
っ

た
。
巡
撫
雅
徳
は
上
述
の
禁
止
令
を
忠
実
に
励
行
す
る
旨
を
述
べ
た
後
、
た
だ
山
西
省
は
嶮
し
い
山
岳
地
帯
が
多
く
虎
狼
出
没
の
土
地
で

狩
猟
を
生
業
と
す
る
猟
戸
が
多
い
。
当
該
の
各
官
に
命
じ
実
情
を
精
査
さ
せ
て
猟
戸
の
番
号
を
冊
子
に
登
録
さ
せ
、
季
毎
に
検
査
す
る
こ

と
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
山
西
省
で
は
猟
戸
等
の
鳥
銃
の
私
蔵
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
（  10
）。
ま
た
北
辺
の
地
方
に
於
い
て
は
陝
甘

総
督
李
侍
堯
が
次
の
よ
う
な
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

李
侍
堯
奏
。
番
回
向
以
打
牲
為
業
。
鳥
鎗
在
所
必
需
。
既
難
収
銷
。
番
回
既
不
能
禁
絶
。
若
将
付
近
居
民
火
器
収
禁
。
則
番
回
必

致
恃
強
逞
兇
。
請
嗣
後
将
付
近
番
回
地
方
。
旧
蓄
鳥
鎗
。
報
官
編
号
者
。
概
免
収
銷
。
其
余
各
府
州
属
。
仍
行
禁
止
。

　

番
民
や
回
族
は
以
前
か
ら
狩
猟
を
生
業
と
し
て
お
り
、
鳥
鎗
は
必
需
の
物
な
の
で
提
出
さ
せ
て
廃
棄
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
番
民
、
回

族
が
禁
止
さ
れ
な
い
の
に
、
そ
の
付
近
の
居
民
の
火
器
を
提
出
さ
せ
使
用
禁
止
に
す
れ
ば
、
番
民
、
回
族
は
必
ず
勢
い
に
任
せ
て
悪
事
を
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

一
四

働
く
で
あ
ろ
う
。
以
後
は
番
民
回
族
の
居
住
地
付
近
の
居
民
の
旧
有
の
鳥
銃
は
、
官
に
届
け
出
て
番
号
を
登
録
し
た
も
の
は
、
全
て
提
出

し
て
廃
棄
す
る
こ
と
を
免
除
す
る
。
そ
の
他
の
各
府
州
所
属
の
地
方
は
従
前
通
り
禁
止
す
る
。

　

こ
の
李
侍
堯
の
要
請
は
裁
可
さ
れ
て
陝
西
・
甘
粛
地
方
の
辺
境
地
帯
で
は
、
鳥
銃
の
所
蔵
者
は
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ

ど
も
私
蔵
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
山
西
及
び
陝
甘
の
辺
境
地
帯
の
例
外
規
定
を
基
に
、
各
地
方
に
於
い
て
も
特
例
と
し

て
鳥
銃
の
私
蔵
を
認
可
す
る
地
域
が
出
て
き
た
。
例
え
ば
湖
南
省
の
苗
族
・
猺
族
居
住
地
域
（  11
）
や
、
広
東
、
広
西
省
の
猺
族
、
獞
族

の
居
住
地
域
（  12
）、
山
東
省
登
州
府
の
一
部
地
域
（  13
）
等
相
当
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
こ
に
は
全
て
挙
げ
き
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
が
、

火
薬
・
火
器
の
民
間
に
於
け
る
私
蔵
・
私
造
に
対
す
る
統
制
に
つ
い
て
清
朝
は
非
常
に
苦
心
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
禁
止
令
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
石
・
硫
黄
（
硝
磺
）
の
私
販
の
禁
止
令
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
節
の
始
め
に
於
い
て

も
触
れ
た
よ
う
に
雍
正
時
代
に
既
に
全
国
的
に
禁
止
令
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆
時
代
に
於
い
て
も
こ
れ
が
引
き
継
が
れ
た
の
は
当
然

で
あ
っ
た
。
硝
磺
の
私
販
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
乾
隆
早
期
に
河
南
巡
撫
碩
色
が
次
の
よ
う
な
上
奏
を
行
っ
て
い
る
（『
実
録
』
巻
二
二
三
、

乾
隆
九
年
八
月
辛
酉
）。

河
南
巡
撫
碩
色
奏
称
。
硝
磺
厳
禁
私
販
。
請
地
方
凡
殷
実
之
家
。
願
開
官
硝
店
者
。
如
官
塩
店
例
。
報
官
准
開
。
貧
民
零
売
硝
觔
。

聴
照
時
価
収
買
。
并
設
印
簿
。
逐
日
登
填
。
月
底
送
州
県
査
核
。
庶
免
偸
漏
。

　

硝
磺
の
私
販
を
厳
禁
す
る
に
は
、
地
方
の
殷
実
の
家
で
官
硝
店
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
は
、
官
塩
店
の
例
と
同
様
に
官
に
報
告

し
て
開
設
を
許
可
し
、
貧
民
で
硝
斤
を
小
量
販
売
す
る
者
は
時
価
に
照
ら
し
て
買
取
る
こ
と
を
認
め
る
。
合
わ
せ
て
帳
簿
を
設
置
し
日
毎

に
（
買
取
額
を
）
記
入
し
て
月
末
に
州
県
へ
（
帳
簿
を
）
送
っ
て
取
調
べ
さ
せ
れ
ば
偸
漏
（
私
的
販
売
）
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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一
五

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

要
す
る
に
碩
色
は
地
方
に
官
が
指
定
し
た
硝
磺
の
販
売
店
、
官
硝
店
を
設
置
し
て
、
地
方
の
民
間
人
が
入
手
し
た
硝
磺
を
全
部
こ
の
官
硝

店
に
買
取
ら
せ
て
私
的
な
売
買
を
禁
止
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
後
文
で
は

　
　

歳
底
将
各
店
戸
収
発
価
値
。
及
硝
觔
数
目
。
逐
一
開
明
出
具
。
並
無
偸
漏
。

　

と
も
述
べ
、
年
末
に
各
店
が
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
硝
磺
の
購
入
価
格
や
発
売
価
格
、
及
び
そ
の
数
量
を
州
県
衙
門
へ
届
け
出
さ
せ
偸
漏

の
無
い
よ
う
に
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
案
が
裁
可
さ
れ
て
、
以
後
こ
の
方
法
が
各
地
方
に
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
硝
磺

の
私
販
を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
実
例
に
つ
い
て
は
次
節
で
取
上
げ
た
い
。

　

更
に
乾
隆
二
十
八
年
に
な
っ
て
湖
南
巡
撫
陳
宏
謀
が
従
来
の
方
法
を
更
に
強
化
す
る
策
を
上
奏
し
た
。『
実
録
』
巻
六
七
九
、
乾
隆

二
十
八
年
一
月
丁
丑
の
条
に
、

湖
南
巡
撫
陳
宏
謀
奏
称
。湖
南
湘
郷
・
安
化
二
県
。所
産
硫
磺
。官
為
収
買
。除
営
中
歳
需
火
薬
外
。積
存
八
万
四
千
余
觔
。応
如
所
請
。

令
隣
省
赴
買
流
通
。
至
硝
觔
。
并
請
於
出
硝
時
。
即
動
官
項
買
貯
官
局
。
定
価
咨
隣
省
買
運
。
民
間
自
無
私
硝
。
従
之
。

　

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
陳
宏
謀
は
湖
南
省
の
湘
郷
・
安
化
二
県
か
ら
産
出
さ
れ
る
硫
磺
は
全
量
官
が
買
取
り
、
緑
営
が
年
間
に
必
要
と

す
る
火
薬
を
除
い
て
は
八
万
四
千
余
斤
を
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
こ
で
近
隣
の
省
か
ら
買
い
付
け
に
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
硝
石

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
搬
出
す
る
時
、
官
費
を
支
出
し
て
全
量
を
買
取
り
官
局
に
貯
蔵
し
、
価
格
を
定
め
て
近
隣
の
省
に
連
絡
し
て
購
入

し
て
も
ら
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
民
間
の
私
硝
は
自
ず
と
無
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
陳
宏
謀
の
こ
の
案
は
要
す
る
に
地
方
で
産
出
す
る
硫
磺
・

硝
石
は
全
量
官
が
官
費
を
支
出
し
て
買
取
り
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
近
隣
の
省
へ
官
を
通
じ
て
販
売
し
、
民
間
の
私
的
な
売
買
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
案
は
裁
可
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
地
方
各
省
に
対
し
て
そ
の
省
の
硝
磺
需

要
の
状
況
を
報
告
す
る
よ
う
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。『
奏
摺
』
に
は
そ
の
上
奏
が
多
数
載
録
さ
れ
て
お
り
、
記
述
も
具
体
的
な
の
で
そ
の
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

一
六

一
部
を
取
上
げ
た
い
。
乾
隆
二
十
八
年
五
月
十
五
日
付
け
、
広
西
巡
撫
馮
鈐
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
平
楽
府
の
平
楽
県
、
南
寧
府
の
新
寧
州
、

潯
州
府
の
武
宣
県
、
慶
遠
府
の
宜
山
県
に
於
い
て
は
、

各
設
硝
局
。
詳
動
司
庫
銀
両
。
分
発
各
局
。
令
付
近
各
処
硝
戸
。
採
煎
硝
觔
。
核
定
価
値
。
官
為
収
買
。
并
設
法
巡
査
防
範
。
以

杜
透
漏
私
硝
等
弊
。
其
各
局
収
買
之
硝
。
令
本
省
各
標
協
営
及
各
属
銀
匠
・
花
炮
舗
戸
。
先
将
一
年
所
需
硝
觔
。
呈
明
地
方
官
。

詳
報
布
政
使
。
行
知
付
近
硝
局
。
該
地
方
官
。
仍
給
以
印
文
。
令
其
赴
局
照
数
買
運
。
所
売
硝
価
。
逓
年
扣
還
帰
項
。

　

広
西
省
で
は
硝
石
を
産
出
す
る
地
方
に
於
い
て
官
が
硝
局
を
設
置
し
、
布
政
使
庫
の
銀
両
を
支
出
し
て
各
硝
局
に
分
配
す
る
。
そ
し
て

付
近
各
処
の
硝
戸
に
命
じ
て
硝
斤
を
採
取
さ
せ
、
価
格
を
確
定
し
て
官
（
硝
局
）
が
全
量
を
買
取
る
。
同
時
に
方
法
を
定
め
て
各
地
を
巡

歴
予
防
し
私
硝
の
漏
れ
出
す
の
を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
。
各
硝
局
が
買
取
っ
た
硝
石
は
本
省
の
標
営
・
協
営
及
び
地
方
の
銀
匠
や
花
火
商
人

に
予
め
一
年
間
に
必
要
と
す
る
硝
石
の
量
を
地
方
官
（
府
県
）
へ
届
出
さ
せ
、
布
政
使
へ
詳
報
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
必
要
量
を
付
近
の

硝
局
へ
通
知
し
、
当
該
の
地
方
官
が
各
営
や
銀
匠
・
商
人
に
官
印
を
押
し
た
証
書
を
発
給
し
、
各
々
が
そ
の
証
書
を
硝
局
へ
持
参
し
て
証

書
記
載
の
数
量
に
照
ら
し
て
硝
石
を
買
取
ら
せ
る
。
売
却
し
た
硝
石
の
価
格
は
毎
年
布
政
使
の
当
該
の
項
目
へ
帰
還
さ
せ
る
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
広
西
省
の
方
法
は
か
な
り
具
体
的
で
、
官
が
各
地
に
硝
局
を
設
置
し
、
そ
の
硝
局
に
布
政
使
庫
か
ら
必
要
な
銀
を
支

出
し
て
硝
戸
が
採
取
し
た
硝
石
の
全
量
を
買
上
げ
る
。
こ
こ
に
云
う
硝
戸
も
恐
ら
く
予
め
官
が
認
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
般
民
戸

が
任
意
に
硝
石
採
取
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
硝
局
を
中
心
に
硝
石
の
買
上
げ
、
売
却
が
行
わ
れ
た
訳
で
あ
る
。
硝

石
の
売
却
量
に
つ
い
て
は
、
地
方
緑
営
の
標
営
や
協
営
が
使
用
す
る
火
薬
の
量
は
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
硝
石
の
使
用
量
も
省
と

し
て
把
握
し
や
す
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
銀
匠
や
花
火
商
人
の
硝
石
使
用
量
は
様
々
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
予
め
一
年
間
の
使
用

量
を
官
へ
届
出
さ
せ
て
、
そ
の
使
用
量
を
記
入
し
た
証
明
書
を
発
給
し
、
そ
の
量
に
基
づ
い
て
硝
石
を
売
却
す
る
と
い
う
。
こ
の
広
西
省
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一
七

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

の
方
法
が
私
硝
の
販
売
を
防
止
す
る
代
表
的
な
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　

硫
磺
の
私
販
防
止
に
つ
い
て
も
同
様
な
方
法
が
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
例
と
し
て
河
南
省
懐
慶
府
河
内
県
の
方
法
を
上
げ
る
。
こ

れ
は
河
南
巡
撫
葉
存
仁
の
上
奏
に
よ
る
も
の
（『
奏
摺
』
乾
隆
二
十
八
年
九
月
二
十
五
日
）
で
あ
る
が
、
河
内
県
は
太
行
山
脈
の
南
麓
地

域
で
炭
坑
の
廃
坑
、
即
ち
廃
窑
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
廃
窑
か
ら
は
銅
核
が
産
出
す
る
。
そ
の
銅
核
を
焼
錬
す
れ
ば
磺
石
（
硫
磺
）
を
採

取
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
そ
こ
で
当
地
の
居
民
の
中
に
は
銅
核
を
盗
掘
し
て
磺
石
を
焼
錬
し
、
そ
れ
を
私
売
す
る
も
の
が
有
っ
た

と
い
う
。
こ
れ
を
防
止
す
る
為
に
銅
核
の
産
出
が
旺
盛
な
廃
窑
を
特
定
し
て
、
特
定
し
た
窑
戸
に
採
掘
、
焼
錬
を
行
わ
せ
、
官
が
採
取
し

た
磺
石
の
価
格
を
決
定
し
て
全
量
を
買
取
る
こ
と
と
し
た
。

其
開
採
時
。
委
員
専
督
。
随
煉
随
収
。
自
可
不
致
透
漏
。
其
各
営
及
各
州
県
民
壮
・
舗
戸
需
用
者
。
倶
各
給
批
照
。
赴
河
内
県
験
明
。

方
准
採
弁
。

　
（
窑
戸
が
）
銅
核
の
採
掘
を
開
始
す
る
と
、
委
員
が
そ
の
場
を
監
督
す
る
。（
窑
戸
が
）
銅
核
を
焼
煉
し
て
磺
石
を
得
れ
ば
、
そ
の
磺
石

を
全
量
県
が
買
取
る
。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
磺
石
の
漏
出
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
各
地
の
軍
営
や
各
州
県
の
民
壮
や
商
人
で

磺
石
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
批
・
照
（
許
可
書
）
を
発
給
し
、
そ
れ
を
河
内
県
に
持
参
し
て
確
認
し
た
後
初
め
て

（
磺
石
の
）
購
入
を
許
可
す
る
、と
い
う
の
で
あ
る
。
硫
磺
の
場
合
も
硝
石
と
同
様
、官
が
磺
石
の
採
掘
か
ら
販
売
ま
で
の
権
限
を
掌
握
し
、

私
的
な
採
掘
、
販
売
は
一
切
認
め
な
い
体
制
が
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
清
朝
の
こ
う
し
た
厳
格
な
統
制
の
下
に
在
り
な
が

ら
硝
磺
の
私
掘
、
私
販
を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

一
八

　
　

Ⅲ
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
違
法
な
製
造
・
販
売
に
つ
い
て

　

前
節
で
は
清
朝
中
期
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
禁
止
令
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
節
で
は
清
朝
の
禁
止
令
に
関
わ
ら
ず
そ

れ
に
違
反
し
て
火
薬
・
火
器
を
製
造
、
販
売
し
た
若
干
の
実
例
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
検
討
し
た
い
。

　
（
1
）
山
海
関
付
近
に
於
け
る
私
磺
の
摘
発

　
『
実
録
』
巻
五
二
五
、
乾
隆
二
十
一
年
十
月
壬
午
の
条
に
、
直
隷
提
督
呉
進
義
が
山
海
関
付
近
に
於
い
て
硝
磺
・
鉄
砂
私
販
の
犯
人
を

逮
捕
し
た
旨
の
報
告
が
あ
る
。

拠
呉
進
義
奏
称
。
拏
獲
私
販
硝
磺
・
鉄
砂
之
匪
犯
一
摺
。
硝
磺
・
鉄
砂
。
係
違
禁
之
物
。
乃
夤
夜
偸
漏
出
口
。
現
獲
硝
磺
至
二
十
九
駄
。

鉄
砂
至
四
駄
之
多
。
非
尋
常
私
販
可
比
。
必
別
有
賊
匪
勾
通
之
処
。
此
案
交
与
方
観
承
。
将
買
自
何
地
。
販
往
何
方
。
一
一
厳
行

究
出
実
在
情
節
具
奏
。

　

呉
進
義
の
報
告
に
よ
れ
ば
…
硝
磺
・
鉄
砂
は
禁
令
の
物
で
あ
る
の
に
、（
犯
人
は
）
深
夜
に
秘
か
に
長
城
外
へ
抜
け
出
そ
う
と
し
た
。

現
に
捕
獲
し
た
硝
磺
は
二
十
九
駄
、
鉄
砂
は
四
駄
の
多
量
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
並
み
の
私
販
で
は
な
い
。
必
ず
別
に
結
託
し
て
い
る

犯
人
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
件
は
直
隷
総
督
方
観
承
に
引
き
継
が
せ
、（
硝
磺
を
）
何
所
か
ら
買
い
入
れ
、
何
所
へ
販
売
し
よ
う
と

し
た
の
か
、
一
々
そ
の
実
情
を
厳
し
く
調
べ
だ
し
て
報
告
さ
せ
る
。

　

こ
の
呉
進
義
の
報
告
を
受
け
た
皇
帝
は
こ
の
事
件
の
具
体
的
な
究
明
を
方
観
承
に
命
じ
た
。
し
か
し
『
実
録
』
に
は
こ
れ
以
外
に
詳
細

な
記
事
は
見
出
せ
な
い
が
、『
奏
摺
』
に
は
数
次
に
及
ぶ
方
観
承
の
詳
細
な
犯
人
逮
捕
と
訊
問
報
告
が
存
在
す
る
（  14
）。
た
だ
非
常
に
長
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一
九

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

文
な
の
で
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
の
み
を
取
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
先
ず
乾
隆
二
十
一
年
十
月
二
十
日
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
犯
人
、
何
事
君
・

邱
永
茂
の
二
人
が
逮
捕
さ
れ
る
と
共
に
押
収
さ
れ
た
磺
石
は
四
千
余
斤
、
鉄
砂
は
二
百
余
斤
に
上
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
一
斤
約
六
〇
〇

グ
ラ
ム
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、
硝
磺
は
二
・
四
ト
ン
、
鉄
砂
は
一
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
量
と
な
る
。
こ
れ
を
磺
石
は
馬
二
十
九
頭
の
荷

物
と
し
、
鉄
砂
は
四
頭
の
荷
物
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
二
人
だ
け
で
運
送
、
販
売
で
き
る
筈
は
な
い
の

で
、
当
然
幾
人
も
の
結
託
し
て
い
る
仲
間
が
居
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
十
一
月
八
日
付
け
の
方
観
承
の
報
告
は
、
石
門

路
（
河
北
省
臨
楡
県
）
よ
り
護
送
さ
れ
て
来
た
上
記
二
人
に
対
す
る
訊
問
の
結
果
で
あ
る
。
先
ず
何
事
君
に
対
す
る
訊
問
の
返
答
で
あ
る
。

私
は
臨
楡
県
何
家
荘
の
住
人
で
、
常
時
山
海
関
を
出
て
小
商
売
を
し
て
い
た
。
今
年
三
月
に
錦
州
（
遼
寧
省
）
で
三
和
店
を
開
設

し
て
い
る
張
麻
子
が
、
私
に
京
西
の
竜
鳳
口
の
王
明
の
家
に
行
っ
て
硫
磺
を
買
い
入
れ
、
錦
州
ま
で
運
ん
で
私
の
店
に
卸
し
て
く

れ
れ
ば
相
当
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
私
は
韓
得
徴
、
小
李
三
と
共
に
四
人
で
会
合
し
た
。
張
麻

子
が
銀
三
百
四
十
両
を
出
し
、
私
は
韓
得
徴
等
と
合
わ
せ
て
六
十
両
を
出
し
合
計
銀
四
百
両
と
な
っ
た
。
私
達
は
張
麻
子
と
共
に

王
明
の
家
に
行
き
硫
磺
約
五
千
斤
を
買
っ
た
。
こ
れ
を
二
十
九
頭
の
馬
に
乗
せ
五
月
の
あ
る
日
（
日
は
忘
れ
た
）
に
出
発
し
た
。

通
州
沙
裏
河
の
小
店
に
到
着
す
る
と
、
張
麻
子
は
直
ぐ
に
三
輌
の
車
を
用
意
し
荷
物
を
そ
の
車
に
積
み
替
え
た
。
し
か
し
雨
の
た

め
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
、七
月
初
め
、豊
潤
県
か
ら
撫
寧
県
の
桐
院
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
荷
物
を
粗
末
な
箱
（
荊
筐
）
に
移
し
変
え
、

上
に
梨
を
置
き
下
に
硫
磺
を
匿
し
た
。
桐
院
を
出
発
し
て
小
李
家
荘
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
戴
文
秀
の
硫
磺
を
乗
せ
た
三
頭
の
馬
と

出
逢
っ
た
。
そ
れ
は
玉
田
県
（
河
北
省
）
鴉
鴻
橋
で
買
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
邱
永
茂
は
戴
文
秀
の
雇
工
で
、
彼
の
馬
夫
に
な
っ

て
い
た
。
我
々
は
道
連
れ
に
な
っ
て
進
ん
だ
。
所
が
思
い
も
か
け
ず
桃
園
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
張
麻
子
は
勝
手
に

山
海
関
を
出
て
自
分
の
錦
州
の
店
に
行
き
同
行
し
て
い
な
か
っ
た
。
韓
得
徴
、
小
李
三
は
一
緒
だ
っ
た
が
深
夜
に
逃
走
し
た
。
張
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二
〇

麻
子
は
宝
坻
県
（
河
北
省
）
銀
錠
口
の
人
、
韓
得
徴
は
臨
楡
県
黄
土
嶺
の
人
、
小
李
三
は
臨
楡
県
小
李
家
荘
の
人
で
あ
る
。
竜
鳳

口
で
硫
磺
を
売
っ
た
王
明
は
山
西
人
で
あ
る
。
彼
の
村
で
は
な
お
三
家
が
私
磺
を
売
っ
て
い
る
が
そ
の
名
前
は
知
ら
な
い
。
磺
は

炭
坑
か
ら
掘
り
出
し
た
も
の
で
、
炭
坑
の
底
に
は
磺
弾
が
沢
山
あ
っ
て
、
火
で
煎
れ
ば
簡
単
に
磺
が
出
来
る
。・
・
こ
の
硫
磺
は
錦

州
の
三
和
店
に
一
斤
大
制
銭
百
文
で
売
る
の
だ
が
、
聞
く
所
で
は
南
方
か
ら
来
る
海
船
の
客
人
に
売
る
と
い
う
。・
・
鉄
砂
は
臨
楡

県
石
門
寨
の
張
鬍
子
の
鉄
店
で
買
っ
た
も
の
で
、
三
百
斤
を
三
頭
の
馬
に
運
ば
せ
三
和
店
に
売
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
は
邱
永
茂
に
対
す
る
訊
問
の
返
答
で
あ
る
。

私
は
臨
楡
県
王
家
楼
の
住
民
で
あ
る
。
戴
文
秀
の
家
に
雇
わ
れ
て
工
人
に
な
っ
た
。
戴
文
秀
は
玉
田
県
鴉
鴻
橋
の
王
の
店
で
硫
磺

三
百
斤
を
買
い
、
三
頭
の
馬
に
積
ん
で
私
に
引
か
せ
た
。
小
李
家
荘
に
到
着
し
た
所
で
何
事
君
等
の
荷
駄
と
出
く
わ
し
道
連
れ
に

な
っ
て
関
口
を
出
た
。
桃
園
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
私
は
こ
の
硫
磺
を
何
所
へ
売
る
の
か
は
知
ら
な
い
。
戴
文
秀
は

臨
楡
県
北
戴
家
楼
に
住
ん
で
い
る
。

　

以
上
の
証
言
を
得
た
方
観
承
は

臣
査
。・
張
麻
子
一
犯
。
在
錦
州
開
設
客
店
。
久
慣
販
売
硫
磺
鉄
砂
。
実
係
為
首
積
匪
。
且
拠
称
。
売
与
南
来
海
船
。
顕
有
奸
徒
勾

串
不
法
情
弊
。
其
三
和
店
内
。
管
帳
之
張
有
文
・
王
永
明
。
自
熟
知
発
売
去
路
。
均
応
密
速
厳
拏
根
究
。

　

張
麻
子
は
錦
州
で
旅
店
を
開
設
し
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
硫
磺
・
鉄
砂
の
販
売
に
慣
れ
て
お
り
、
悪
事
を
重
ね
た
首
領
に
違
い
な
い
。

ま
た
南
方
よ
り
来
航
す
る
海
船
に
売
渡
す
と
い
う
か
ら
、
奸
徒
等
が
グ
ル
に
な
っ
て
不
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

三
和
店
で
帳
簿
係
を
し
て
い
る
張
有
文
・
王
永
明
は
そ
の
販
路
を
熟
知
し
て
い
る
筈
で
あ
る
か
ら
共
に
速
や
か
に
逮
捕
、
追
究
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
と
し
て
奉
天
府
尹
に
通
知
す
る
と
共
に
、
一
方
自
身
の
督
標
の
守
備
左
元
秋
に
命
じ
て
錦
州
河
西
（
三
和
店
の
所
在
地
）
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二
一

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

へ
急
行
さ
せ
当
地
の
地
方
官
と
共
同
し
て
当
該
犯
を
逮
捕
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　

こ
こ
に
上
げ
た
何
事
君
等
の
供
述
に
よ
り
相
当
大
規
模
な
硫
磺
・
鉄
砂
の
密
売
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も

張
麻
子
が
適
当
な
場
所
で
車
両
を
用
意
し
た
り
、
二
・
四
ト
ン
も
の
硫
磺
を
入
れ
替
え
る
箱
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
禁
制
品
の
輸
送
を
補
助
す
る
組
織
が
存
在
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
張
麻
子
は
こ
れ
を
南
方
か
ら
来
航
す
る
海
船
に
販
売

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、南
方
と
い
う
の
が
如
何
な
る
範
囲
か
は
分
か
ら
な
い
が
、相
当
広
範
囲
に
硫
磺
等
の
密
売
ル
ー
ト
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
戴
文
秀
は
三
百
斤
（
一
八
〇
㎏
）
の
硫
磺
を
買
っ
た
。
こ
れ
を
何
所
に
販
売
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
よ
り
小
規
模

の
密
売
者
が
同
時
に
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
小
規
模
密
売
者
も
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

方
観
承
は
更
に
硫
磺
の
販
売
元
で
あ
っ
た
京
西
竜
鳳
口
の
王
明
に
つ
い
て
は
、
良
郷
守
備
七
十
四
、
西
路
同
知
西
蒙
額
に
命
じ
て
急
行

し
て
厳
拏
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同
時
に
同
村
で
硫
磺
を
販
売
し
て
い
る
三
家
を
一
斉
に
逮
捕
す
る
と
共
に
、
そ
の
家
内
に
私
磺
を
陰
蔵

し
て
い
た
な
ら
ば
直
ち
に
没
収
し
、
そ
の
磺
が
炭
坑
か
ら
掘
り
出
し
た
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
直
ち
に
そ
の
炭
坑
を
封
鎖
、
看
守

す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
捜
査
に
よ
り
京
西
竜
鳳
口
は
正
確
に
は
房
山
県
竜
門
口
で
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。
方
観
承
は
次
の
よ
う
に
も

言
っ
て
い
る
。
京
西
一
帯
は
炭
坑
が
多
い
の
で
盗
掘
も
多
い
に
違
い
な
い
。
し
か
し
長
年
に
わ
た
り
一
人
の
犯
人
も
出
て
い
な
い
。
こ
れ

は
仲
間
が
根
拠
地
を
構
え
て
グ
ル
に
な
り
弊
害
を
隠
蔽
し
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
ま
た
戴
文
秀
が
買
っ
た
鴉
鴻
橋
王
家
店
の
硫
磺
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
が
炭
坑
か
ら
掘
り
出
し
た
物
か
、
別
の
ル
ー
ト
か
ら
買
入
れ
た
物
か
を
究
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
何
事
君
、
邱
永
茂
の
供
述
を
本
に
要
犯
の
追
及
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
事
態
は
全
く
別
の
方
面
へ
展
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。『
実
録
』
巻
五
二
七
、
乾
隆
二
十
一
年
十
一
月
の
条
に
方
観
承
の
上
奏
と
し
て
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二
二

直
隷
総
督
方
観
承
奏
。
山
海
関
外
桃
園
地
方
。
続
獲
私
磺
駄
子
。
並
十
六
犯
。
経
兵
役
等
賄
放
十
四
犯
。
臣
已
飭
拏
解
来
省
。
与

現
犯
一
併
厳
訊
。
務
得
実
情
。

　

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
山
海
関
外
の
桃
園
で
私
磺
を
積
ん
だ
駄
馬
と
十
六
人
の
犯
人
を
逮
捕
し
た
が
、
兵
役
等
は
既
に
賄
賂
を
取
っ
て

十
四
人
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
犯
人
を
省
庁
ま
で
護
送
す
る
よ
う
に
命
じ
、
現
に
逮
捕
し
て
い
る
犯
人
と
一
緒
に
厳
し
く
訊
問
し
て

実
情
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
石
門
路
付
近
で
逮
捕
さ
れ
た
の
は
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
桃
園
で
は
十
六
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
然
で
私

磺
を
搭
載
し
た
馬
二
十
九
頭
と
鉄
砂
を
積
ん
だ
四
頭
を
牽
引
し
て
い
く
の
に
は
相
当
数
の
馬
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し

十
六
人
を
逮
捕
し
た
兵
役
人
等
は
賄
賂
を
取
っ
て
十
四
人
を
釈
放
し
た
と
い
う
。『
実
録
』
の
記
事
は
こ
れ
だ
け
の
簡
略
な
内
容
で
兵
役

人
ら
が
賄
賂
を
取
っ
て
犯
人
等
を
釈
放
し
た
具
体
的
状
況
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
『
奏
摺
』
の
方
観
承
の
報
告
は
非
常
に
長
文
で

詳
細
で
あ
る
（  14
）。
今
そ
れ
に
従
っ
て
賄
放
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。

臨
楡
県
の
取
調
べ
で
、
桃
園
の
旅
店
趙
四
の
供
述
に
よ
れ
ば
、（
乾
隆
二
十
一
年
）
閏
九
月
二
十
二
日
の
早
朝
、
十
六
人
の
人
間
が

三
十
三
頭
の
馬
を
引
い
て
店
に
至
り
朝
飯
を
食
べ
て
い
た
。
そ
の
時
、
九
門
口
の
兵
丁
が
急
い
で
店
へ
や
っ
て
来
て
、
馬
上
の
荷

物
は
私
磺
で
あ
る
と
云
い
十
六
人
を
皆
逮
捕
し
て
縛
り
上
げ
た
。
二
十
三
日
朝
、
綽
把
総
が
兵
丁
を
伴
っ
て
店
に
至
り
、
犯
人
達

の
縄
を
解
い
て
飯
を
食
わ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
彼
等
は
隙
に
乗
じ
て
逃
げ
出
し
五
人
だ
け
が
残
っ
た
と
。

　

次
い
で

黄
土
嶺
門
口
守
衛
の
兵
丁
宋
輔
臣
・
菊
永
治
二
人
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
閏
九
月
十
九
日
旧
知
の
韓
得
徴
が
私
達
を
家
に
誘
い
小
李
三
、

婁
麻
子
等
と
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
。
そ
の
時
云
う
の
に
は
、
西
か
ら
運
ん
で
き
た
十
数
頭
の
硫
磺
を
以
っ
て
黄
土
嶺
を
出
て
錦
州
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二
三

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

へ
行
き
た
い
。
私
等
を
釈
放
し
て
門
を
出
し
て
く
れ
れ
ば
小
銭
十
千
を
払
お
う
と
言
っ
た
。
私
達
は
承
諾
し
た
。
二
十
一
日
の
夜
、

関
門
を
出
て
、
銭
は
錦
州
か
ら
戻
っ
て
き
て
か
ら
払
う
と
約
束
し
た
。・
・
そ
の
夜
、
門
の
近
く
で
彼
等
が
出
て
行
く
の
を
見
守
っ

た
が
十
頭
余
り
の
荷
物
で
な
か
っ
た
の
で
韓
得
徴
に
尋
ね
る
と
、
彼
は
尚
幾
つ
か
の
鉄
砂
が
あ
り
、
そ
の
外
に
戴
文
秀
の
駄
馬
三

頭
の
荷
物
が
あ
る
の
で
戻
っ
て
く
れ
ば
小
銭
千
五
百
を
上
乗
せ
す
る
と
言
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
行
か
せ
た
。

　

ま
た
九
門
口
守
衛
の
兵
丁
董
世
良
、
韓
廷
柱
、
王
文
章
等
三
人
の
供
述
に
よ
れ
ば

閏
九
月
二
十
一
日
晩
、
私
達
の
本
官
綽
把
総
が
税
関
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
税
関
の
家
人
米
永
寧
が
今
晩
私
貨
を
搭
載
し
た
馬
が
黄

土
嶺
か
ら
出
口
し
た
と
聞
い
て
い
る
と
云
っ
た
。そ
れ
で
本
官
は
私
達
三
人
に
命
じ
税
関
の
者
と
共
に
追
跡
さ
せ
た
。二
十
二
日
朝
、

桃
園
の
趙
四
の
店
に
到
着
し
、
三
十
三
頭
の
駄
馬
と
十
六
人
の
馬
夫
、
馬
に
搭
載
さ
れ
た
硫
磺
・
鉄
砂
は
我
々
に
よ
っ
て
捕
縛
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
税
関
の
米
姓
（
上
記
米
永
寧
の
こ
と
）、
陳
姓
、
巡
欄
王
姓
の
者
が
私
達
に
対
し
て
既
に
銀
三
百
両
で
話
が
つ
い

て
お
り
、
自
分
達
は
二
百
両
を
得
て
、
あ
な
た
達
に
は
百
両
を
払
う
の
で
駄
馬
を
釈
放
す
る
よ
う
に
云
っ
た
が
私
達
は
承
知
し
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
董
世
良
が
本
官
綽
把
総
を
呼
び
に
行
っ
た
。

　

次
い
で
税
関
の
家
人
米
永
寧
、
巡
役
王
成
業
（
上
記
の
巡
欄
王
姓
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
の
供
述
で
あ
る
、

閏
九
月
二
十
一
日
、
何
家
荘
の
者
が
税
関
に
知
ら
せ
に
来
て
、
駄
馬
が
黄
土
嶺
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
告
げ
た
。
私
達

は
途
中
で
韓
廷
柱
、
董
世
良
、
王
文
章
等
の
兵
丁
と
出
く
わ
し
一
緒
に
追
い
か
け
た
。
二
十
二
日
朝
、
桃
園
の
趙
四
の
店
に
到
着
し
、

駄
馬
二
十
九
頭
の
硫
磺
と
四
頭
の
鉄
砂
、
十
六
人
の
馬
夫
を
取
押
さ
え
た
。
そ
の
時
小
李
三
の
親
戚
の
何
一
安
が
や
っ
て
来
て
私

達
と
銀
三
百
両
で
話
を
つ
け
た
。
私
達
は
兵
丁
に
二
百
両
を
渡
し
、
綽
把
総
に
百
両
を
渡
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
二
日
目
、
董
世

良
が
綽
把
総
を
呼
び
に
行
き
、
私
達
は
彼
に
事
情
を
話
し
た
。
私
達
は
馬
を
引
い
て
い
る
者
等
は
飯
を
食
べ
て
い
な
い
の
で
食
事
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二
四

を
求
め
て
い
る
と
云
う
と
、
綽
把
総
は
兵
丁
達
に
縄
を
解
く
よ
う
に
云
い
付
け
た
。
彼
等
は
そ
の
隙
に
十
一
人
が
逃
げ
出
し
、
五

人
だ
け
が
捕
ら
え
ら
れ
て
駄
馬
と
共
に
九
門
に
連
行
さ
れ
た
。
九
門
に
到
着
し
た
所
で
ま
た
三
人
が
逃
亡
し
た
。

　

更
に
続
い
て
把
総
綽
海
の
供
述
で
あ
る
。

閏
九
月
二
十
二
日
、
兵
丁
董
世
良
が
桃
園
の
趙
四
の
店
で
私
磺
を
取
押
さ
え
た
と
報
告
し
に
来
た
。
私
は
急
遽
追
い
駆
け
、
翌
日

朝
趙
四
の
店
に
到
着
し
た
。
犯
人
達
は
皆
店
の
中
で
縄
に
繋
が
れ
て
お
り
、
馬
は
後
ろ
の
空
地
に
放
た
れ
て
い
た
。
私
は
兵
丁
董

世
良
に
馬
を
調
べ
さ
せ
、
韓
廷
柱
に
犯
人
を
看
守
さ
せ
た
。
そ
の
時
小
屋
の
中
で
米
永
寧
が
私
に
銀
三
百
両
で
彼
等
を
釈
放
さ
せ

る
よ
う
に
話
し
た
。
私
は
銀
三
千
両
で
な
い
と
駄
目
だ
と
云
っ
て
小
屋
を
出
て
、
趙
四
に
駄
馬
や
荷
物
を
九
門
へ
護
送
す
る
用
意

を
さ
せ
た
。
米
永
寧
が
ま
た
や
っ
て
来
て
私
に
、
彼
等
馬
夫
達
は
一
日
一
夜
飯
を
食
べ
て
い
な
い
の
で
飯
を
食
べ
さ
せ
て
や
っ
て

ほ
し
い
と
云
っ
た
。
彼
等
は
正
犯
で
は
な
い
の
で
、
兵
丁
に
云
い
付
け
て
縄
を
解
き
飯
を
食
べ
さ
せ
た
。
所
が
兵
丁
韓
廷
柱
が
彼

等
か
ら
銭
を
得
て
い
て
、
飯
を
食
べ
始
め
る
や
彼
等
を
逃
亡
さ
せ
た
。
我
々
は
急
い
で
追
い
駆
け
五
人
を
捕
ま
え
た
が
、
九
門
へ

護
送
す
る
途
中
で
更
に
三
人
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
が
山
海
関
外
の
桃
園
に
於
い
て
私
磺
を
運
搬
し
て
い
た
何
事
君
等
が
逮
捕
さ
れ
た
状
況
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
主
犯
と
目

さ
れ
る
張
麻
子
が
何
事
君
ら
三
人
を
誘
い
込
ん
で
北
京
西
部
房
山
県
の
商
人
王
明
か
ら
私
磺
を
買
入
れ
、
錦
州
ま
で
運
ん
で
南
方
か
ら

や
っ
て
く
る
海
船
に
売
却
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
火
薬
の
原
料
と
な
る
硫
磺
を
私
的
に
販
売
す
る
こ
と
は
清
朝
の

政
策
と
し
て
厳
禁
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
た
と
い
偽
装
し
て
い
た
と
は
い
え
私
磺
や
鉄
砂
を
搭
載
し
た
三
十
三
頭
も
の
駄
馬
を

引
い
た
一
行
が
山
海
関
を
通
過
し
て
錦
州
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
だ
け
で
も
一
仕
事
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
主
犯
格
の
張
麻
子
を
除

く
三
人
は
い
と
も
簡
単
に
私
販
の
仲
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
彼
等
は
私
磺
の
密
売
が
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
を
殆
ど
自
覚
し
て
い
な
か
っ
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二
五

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
も
利
益
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
た
と
い
禁
制
品
で
あ
っ
て
も
販
売
を
厭
わ
な
い
と
い
う
考
え
の
ほ
う
が
強
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
に
も
せ
よ
清
朝
の
硝
磺
私
販
の
禁
令
は
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

更
に
張
麻
子
等
は
房
山
県
の
王
明
か
ら
私
磺
を
購
入
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
王
明
は
二
・
四
ト
ン
も
の
硫
磺
を
如
何
に
し
て
入
手
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
述
の
よ
う
に
北
京
西
部
に
は
炭
坑
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
炭
坑
跡
か
ら
磺
石
を
採
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
王
明
は
一
人
で
磺
石
の
採
取
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
王
明
の
店
に
行
け
ば
大
量
の
硫
磺
の
購
入
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
情
報
を
張
麻
子
等
は
如
何
に
し
て
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
こ
と
は
殆
ど
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
張
麻
子
等
の

行
動
を
見
れ
ば
私
磺
の
密
売
に
は
何
ら
か
の
組
織
的
な
連
絡
網
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
南
方
か
ら
来
航
す
る
海
船
と
は

如
何
な
る
方
法
で
連
絡
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
こ
う
し
た
禁
制
品
の
取
締
り
を
担
当
す
る
地
方
組
織
は
山
海
関
に
限
っ
て
も
、
上
述
の
よ
う
に
殆
ど
不
十
分
に
し
か
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
山
海
関
は
中
国
内
地
と
東
北
地
方
を
結
ぶ
重
要
な
関
門
で
、
こ
こ
を
通
過
す
る
商
品
を
管
理
す
る
税
関
も
設
置

さ
れ
て
い
た
。
私
磺
を
運
搬
し
て
い
た
密
売
者
達
は
山
海
関
を
抜
け
出
し
桃
園
と
い
う
処
で
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
を
捕
縛

し
た
の
は
黄
土
嶺
と
九
門
口
所
属
の
兵
丁
達
で
あ
っ
た
。
黄
土
嶺
に
は
汛
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
彼
等
は
こ
の
汛
に
所
属
す
る
兵
丁
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
把
総
は
こ
の
汛
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（  15
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
兵
丁
達
は
密
売
者
た
ち
を
逮
捕
し
た
直
後
か
ら
、彼
等
か
ら
銭
を
払
う
の
で
放
免
し
て
く
れ
る
よ
う
に
持
ち
掛
け
ら
れ
、

簡
単
に
承
諾
し
て
い
た
。
一
方
ま
た
税
関
の
役
人
、
特
に
家
人
米
永
寧
（
こ
こ
に
家
人
と
い
う
の
は
税
関
監
督
の
家
人
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
家
人
が
税
関
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
が
密
売
人
の
一
人
小
李
三
の
親
戚
の
者
か
ら
頼
ま
れ
銀
三
百
両
で
彼
等

を
放
免
す
る
と
い
う
こ
と
を
承
諾
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
話
は
結
局
把
総
綽
海
が
承
諾
し
な
か
っ
た
の
で
ご
破
算
に
な
っ
た
よ
う
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二
六

で
あ
る
。
税
関
の
役
人
達
も
禁
制
品
を
通
関
さ
せ
た
こ
と
で
責
任
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
密
売
人
達
逮
捕
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

彼
等
が
一
方
で
賄
賂
を
取
っ
て
犯
人
を
放
免
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
海
関
と
い
う
重
要
な
関
門
に
於
い
て
禁
制
品
の

取
締
り
が
こ
の
よ
う
に
杜
撰
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
常
態
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
清
朝
の
禁
令
が
強
化
さ
れ
て
い
く
一
方
で
こ
う
し

た
「
賄
放
」
と
い
う
状
況
の
存
在
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
兵
丁
達
や
税
関
の
家
人
達
が
実
際
に
幾
許
の
銭
を
得
て
い
た
の
か
は
明
白
で
な
い
。
主
犯
の
三
人
は
硫
磺
・
鉄
砂
を
錦

州
の
張
麻
子
の
店
ま
で
送
り
届
け
、
戻
っ
て
き
た
所
で
銭
を
支
払
う
約
束
を
し
て
い
る
か
ら
、
犯
人
達
が
逮
捕
さ
れ
た
以
上
は
、
こ
の
約

束
は
反
故
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
税
関
の
役
人
達
が
如
何
程
の
銭
を
得
て
い
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
十
二
月
二
十
日
付

け
の
方
観
承
の
上
奏
で
は
、
兵
丁
韓
廷
柱
は
桃
園
の
店
主
趙
四
か
ら
小
銭
五
千
を
得
て
、
馬
夫
達
を
釈
放
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
董
世
良
は
九
門
口
へ
の
途
上
で
馬
夫
か
ら
千
二
百
文
の
小
銭
を
得
て
逃
亡
さ
せ
た
と
い
う
。
何
れ
に
せ
よ
兵
丁
達
は
何
が
し

か
の
賄
賂
を
得
て
馬
夫
達
を
釈
放
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
罪
は
逃
れ
難
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
把
総
綽
海
は
兵
丁
達
の
不
法
を
見
逃
し
、

十
四
人
も
の
犯
人
を
脱
逃
さ
せ
た
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
本
件
の
主
犯
と
見
ら
れ
る
張
麻
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
逮
捕
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
（
2
）
乾
隆
四
十
三
年
、
山
東
省
曹
州
府
菏
沢
県
に
於
け
る
私
磺
犯
逮
捕
を
巡
っ
て

　

乾
隆
四
十
三
年
七
月
に
山
東
省
曹
州
府
菏
沢
県
に
於
い
て
上
記
（
1
）
よ
り
更
に
大
規
模
な
硫
磺
私
販
犯
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起

こ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
『
実
録
』
に
は
何
等
の
記
録
も
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、『
奏
摺
』
に
は
詳
細
な
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
事
件
の
内
容
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。『
奏
摺
』
に
乾
隆
四
十
三
年
七
月
初
九
日
付
け
の
山
東
巡
撫
國
泰
の
上
奏
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二
七

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

が
あ
る
。
た
だ
記
事
は
詳
細
で
長
文
な
の
で
要
点
の
み
を
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
本
年
閏
六
月
十
六
日
、
曹
州
府
菏
沢
県
知
県

楊
志
梁
の
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
月
初
四
日
、菏
沢
県
閆（
閻
）什
口
の
宿
屋
の
店
主
李
東
岱
が
知
ら
せ
に
来
た
が
、前
月（
五
月
）二
十
八
日
の
晩
、同
町
の
宿
屋（
店

家
）
の
黄
淑
渕
が
云
う
の
に
、
石
姓
の
三
人
が
鉄
貨
を
数
台
の
車
に
装
載
し
て
や
っ
て
き
た
が
、
あ
な
た
の
店
に
宿
泊
さ
せ
て
や
っ

て
欲
し
い
と
、
そ
こ
で
直
ぐ
に
招
き
入
れ
、
そ
の
晩
に
荷
物
を
降
ろ
し
た
。・
・
四
日
、
自
身
で
客
室
へ
物
を
取
り
に
行
っ
た
が
磺

気
が
有
る
の
に
気
付
い
た
。
そ
れ
で
石
姓
等
が
外
出
し
た
の
に
乗
じ
て
、
孔
を
穿
っ
て
見
て
み
た
が
、
私
磺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
知
県
は
営
汛
、
典
史
と
も
共
同
し
て
兵
役
等
を
引
き
連
れ
逮
捕
に
急
行
し
た
。
所
が
石
姓
三
人
は
李
東
岱
が
県
城
へ
行
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
直
ぐ
に
逃
走
し
た
。
そ
こ
で
犯
人
達
が
遺
し
て
い
っ
た
鋪
蓋
（
蔽
い
物
）
や
客
室
内
の
大
小
百
八
十
六
個
の
蒲
包
（
蒲
で
編

ん
だ
包
装
物
）
を
調
べ
る
と
私
磺
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

そ
こ
で
黄
淑
渕
を
呼
び
つ
け
て
訊
問
し
た
が
、
彼
が
云
う
所
で
は
、
知
り
合
い
の
武
陟
県
人
石
見
正
、
石
子
松
、
石
昌
が
鉄
貨
を
積
ん

だ
数
車
を
引
い
て
来
て
私
の
店
に
泊
ま
り
た
い
と
云
っ
て
来
た
。
た
だ
私
の
店
は
修
理
中
で
あ
っ
た
の
で
李
東
岱
の
店
へ
連
れ
て
行
き
宿

泊
さ
せ
た
。
そ
の
時
は
貨
物
は
私
磺
で
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
石
見
正
等
三
人
は
河
南
武
陟
県
石
家
庄
に
住
ん
で
い
る
。

　

こ
の
後
、
知
県
等
は
直
ち
に
私
磺
を
県
城
へ
運
び
込
ん
で
重
量
を
計
っ
た
所
一
万
五
千
二
百
七
十
余
斤
に
上
っ
た
。
そ
こ
で
知
県
は
有

能
な
役
人
を
選
び
、
重
賞
と
旅
費
を
与
え
武
陟
県
へ
急
行
さ
せ
る
と
共
に
、
一
方
で
武
陟
県
へ
急
報
し
共
同
し
て
逮
捕
に
当
た
ら
せ
る
こ

と
に
し
た
と
い
う
。
巡
撫
國
泰
の
判
断
で
は
、
当
然
の
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
硫
磺
を
販
売
す
る
か
ら
に
は
多
数
の
仲
間
が
居

る
筈
で
、石
見
正
等
三
人
だ
け
で
あ
る
筈
が
な
い
。
彼
等
は
逮
捕
を
恐
れ
て
脱
逃
し
た
が
遠
く
へ
行
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

二
八

沿
途
地
域
の
文
武
各
官
に
飛
檄
し
て
追
跡
さ
せ
よ
と
命
じ
た
。

　

七
月
四
日
に
な
っ
て
、
莘
県
知
県
か
ら
新
し
い
報
告
が
届
け
ら
れ
た
。
幹
役
を
多
発
し
て
各
路
を
捜
索
し
た
結
果
、
私
磺
犯
の
李
金
、

杜
尚
志
二
人
を
逮
捕
し
た
。
彼
等
を
訊
問
し
た
結
果
仲
間
二
十
一
人
の
姓
名
、
居
所
が
判
明
し
た
。
こ
こ
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
全
人

物
の
姓
名
、
居
所
は
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。
山
東
省
済
南
府
斉
東
県
人
紀
四
、
淄
川
県
人
王
第
三
、
長
山
県
人
孫
第
二
、
武
定
府
青
城

県
人
王
一
武
外
三
人
、
臨
清
州
人
韓
訓
、
曹
州
府
朝
城
県
人
張
二
光
棍
、
直
隷
省
順
徳
府
内
邱
県
人
張
保
仁
、
大
名
府
開
州
人
王
須
、
河

南
省
帰
徳
府
睢
州
人
張
禿
子
、
懐
慶
府
武
陟
県
人
石
見
正
、
河
内
県
人
劉
君
臣
外
四
人
、
河
南
府
新
安
県
人
雷
有
等
で
あ
る
。
彼
等
は
河

内
県
で
硫
磺
を
仕
入
れ
、
青
城
県
一
帯
に
赴
い
て
売
り
さ
ば
き
、
そ
の
儲
け
は
薫
布
・
薫
棉
花
及
び
取
燈
を
作
る
（  16
）
の
に
用
い
よ
う

と
し
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
知
県
は
多
数
の
県
役
に
命
じ
て
上
記
の
犯
人
達
を
捜
索
さ
せ
た
。
巡
撫
國
泰
は
直
ち
に
済
南
等
の
府
州
に
密

命
を
発
し
山
東
省
人
紀
四
等
の
逮
捕
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
直
隷
総
督
・
河
南
巡
撫
に
も
至
急
に
各
犯
人
の
年
貌
、
住
所
を
通
知
し
逮
捕

さ
せ
る
体
制
を
取
っ
た
。

　

國
泰
の
判
断
で
は

此
案
係
属
大
夥
私
販
硫
磺
。
此
等
必
係
久
慣
積
販
之
徒
。
其
興
販
之
処
。
与
販
往
之
所
。
亦
必
有
窩
頓
之
家
。

　

こ
の
案
は
大
勢
の
仲
間
が
硫
磺
を
私
販
し
た
事
件
で
、
彼
等
は
何
度
も
の
販
売
に
慣
れ
た
輩
に
違
い
な
い
。
そ
の
物
を
買
入
れ
た
処
と

売
り
さ
ば
い
た
処
に
は
必
ず
隠
匿
貯
蔵
す
る
家
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
更
に
こ
の
外
に
も
仲
間
が
い
な
い
か
、
ま
た
薫
布
・
薫
綿
花
及
び

取
燈
を
作
る
の
に
使
用
す
る
だ
け
で
何
故
に
こ
れ
程
多
量
の
磺
石
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
外
に
不
法
の
事
態
が
無
か
っ
た
か

等
を
徹
底
的
に
調
べ
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　

そ
の
後
、
上
記
の
杜
尚
志
、
李
金
の
証
言
に
基
づ
き
私
磺
犯
の
多
数
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
私
磺
と
い
う
こ
と
を
見
抜
い

［
28
］



二
九

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

て
言
い
掛
か
り
を
つ
け
、
銭
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
た
者
が
い
た
と
い
う
事
態
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
國
泰
の
報
告
（『
奏
摺
』
乾
隆

四
十
三
年
九
月
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
私
磺
犯
杜
尚
志
、
李
金
、
孫
第
二
、
韓
訓
、
宿
屋
の
黄
淑
渕
、
李
東
岱
、
地
保
魏
好
善
、
陳
敬

魯
等
、
そ
の
他
油
鐸
、
陳
三
等
多
数
を
山
東
省
城
へ
護
送
し
、
山
東
按
察
使
于
易
簡
、
及
び
犯
人
を
逮
捕
し
た
各
府
県
の
責
任
者
等
と
共

に
反
復
訊
問
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
様
々
な
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

　

杜
尚
志
は
武
定
府
青
城
県
籍
で
、
常
に
河
南
へ
赴
い
て
竹
製
品
（
竹
貨
）
を
仕
入
れ
斉
東
の
市
場
で
販
売
し
て
い
た
。
本
年
（
乾
隆

四
十
三
年
）
三
月
、
本
人
が
河
南
省
河
内
県
の
清
化
鎮
へ
行
き
竹
貨
を
買
入
れ
、
序
に
私
磺
百
余
斤
を
も
買
入
れ
た
。
車
を
押
し
て
長
山

県
（
済
南
府
）
周
村
に
至
り
小
量
ず
つ
販
売
し
た
。
周
村
で
雑
貨
舗
を
営
業
し
て
い
る
劉
子
章
か
ら
も
磺
二
十
斤
余
を
購
入
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
本
年
五
月
十
二
日
、
杜
尚
志
は
斉
東
の
市
場
で
商
売
を
し
て
い
た
時
、
偶
然
平
素
か
ら
知
合
い
の
王
一
武
、
李
金
玉
、
孫
有
智
、

周
迎
祥
等
に
出
会
っ
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
が
、
杜
尚
志
が
硫
磺
を
販
売
し
て
儲
け
た
話
を
し
て
、
皆
で
河
南
へ
行
く
約
束
を

し
た
。
そ
こ
で
十
五
日
、王
一
武
等
四
人
は
青
城
に
来
て
杜
尚
志
と
共
に
出
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
杜
尚
志
が
途
中
で
小
紅
車
を
買
い
入
れ
、

自
分
だ
け
が
先
行
し
て
直
隷
の
清
豊
県
新
荘
に
至
っ
た
時
、
突
然
紀
四
、
韓
訓
に
出
会
い
同
行
し
て
清
化
鎮
の
王
鳳
村
に
到
着
し
、
靳
光

岱
の
宿
屋
に
宿
泊
し
た
。
六
月
一
日
、
王
一
武
等
も
清
化
鎮
に
至
っ
て
馬
鬍
子
の
宿
屋
に
泊
ま
っ
た
。
王
一
武
等
は
杜
尚
志
等
が
靳
光
岱

の
宿
屋
に
泊
ま
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
靳
光
岱
に
頼
ん
で
磺
斤
を
買
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
杜
尚
志
は
磺
四
百
斤
を
買
い
、
王
一

武
は
磺
四
百
五
十
斤
を
買
い
、
李
金
玉
は
磺
四
百
斤
を
買
っ
た
。（
一
部
省
略
）
紀
四
、
韓
訓
は
共
に
磺
千
五
百
三
十
斤
を
買
っ
た
。
更

に
又
王
須
は
磺
千
斤
を
買
い
、
張
保
仁
は
磺
八
百
斤
を
買
い
、
李
金
は
磺
七
百
斤
を
買
い
、
張
二
光
棍
は
磺
二
百
斤
を
買
い
、
靳
満
山
は

磺
九
百
斤
を
買
っ
た
。
こ
れ
ら
は
石
見
正
が
一
括
し
て
五
輌
の
車
に
装
載
し
た
。
又
別
に
王
第
三
、
孫
第
二
、
劉
君
成
、
雷
有
等
の
買
っ

た
私
磺
も
五
輌
の
車
に
装
載
し
て
共
に
青
城
の
周
村
又
は
塩
市
口
ま
で
運
送
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

三
〇

　

六
月
二
十
八
日
な
っ
て
、
彼
等
の
磺
車
が
高
荘
（
菏
沢
県
？
）
に
到
着
し
た
時
、
当
地
の
居
民
の
油
鐸
、
黄
振
が
磺
車
を
見
て
私
磺
だ

と
気
付
き
、
銭
を
騙
し
取
る
こ
と
を
思
い
付
い
た
。
そ
こ
で
先
に
塩
市
口
へ
来
て
、
平
素
か
ら
知
合
い
の
周
其
賢
、
陳
三
、
孟
胡
林
等
六

人
と
約
束
し
て
共
同
し
て
車
を
さ
え
ぎ
り
留
め
、
同
時
に
当
地
の
地
保
魏
好
善
、
陳
敬
魯
に
告
知
し
て
自
首
す
る
よ
う
に
言
い
立
て
銀
銭

を
騙
し
取
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
直
ち
に
王
一
武
、
紀
四
、
王
第
三
等
は
車
戸
の
石
見
正
、
石
昌
、
石
子
松
等
に
頼
ん
で
当
地
で
布
商
を

営
業
し
て
い
る
黄
淑
渕
か
ら
銀
を
借
用
し
て
事
を
済
ま
そ
う
と
し
た
。
黄
淑
渕
は
石
昌
等
と
馴
染
み
だ
っ
た
の
で
銀
八
十
両
を
貸
す
こ
と

を
承
諾
し
、
石
昌
等
は
直
ぐ
に
借
用
証
を
書
い
て
黄
淑
渕
に
渡
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
黄
淑
渕
は
銀
八
十
両
を
貸
し
た
が
、
石
昌
が
自
身

銀
四
両
を
自
用
と
し
て
取
り
、
残
り
の
七
十
六
両
は
黄
淑
渕
を
通
じ
て
魏
好
善
に
十
二
両
、
陳
敬
魯
に
十
一
両
、
周
其
賢
、
賈
振
東
、
郭

照
遠
に
は
共
に
十
五
両
、
合
計
三
十
八
両
を
渡
し
た
。
ま
た
別
に
、
油
鐸
に
銀
三
十
八
両
を
託
し
た
。
油
鐸
は
自
用
と
し
て
十
六
両
を
取

り
、
残
額
の
二
十
二
両
は
黄
振
、
陳
三
、
孟
胡
林
、
陳
連
義
等
が
分
用
し
た
。
こ
の
後
、
車
戸
の
石
昌
等
は
私
磺
を
黄
淑
渕
の
店
内
に
卸

そ
う
と
し
た
が
、
彼
の
房
屋
が
修
理
中
で
あ
っ
た
の
で
卸
す
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
っ
て
李
東
岱
の
旅
店
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
し
た
。
所

が
李
東
岱
は
私
磺
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
泊
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
黄
淑
渕
は
石
昌
と
相
談
し
て
李
東
岱
に
銀
三
十
両
を
支
払

う
こ
と
に
し
た
。
所
が
荷
物
の
磺
石
が
余
り
に
も
多
い
の
で
物
議
を
醸
す
事
を
恐
れ
た
李
東
岱
が
自
ら
県
へ
届
け
出
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
調
べ
に
よ
り
最
初
に
述
べ
た
菏
沢
県
知
県
の
報
告
と
事
柄
が
若
干
違
っ
て
い
る
点
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
知
県
が
述
べ
た
地
名
（
閻
）
什
口
は
塩
市
口
の
こ
と
で
、
黄
淑
渕
は
同
地
で
布
商
（
布
行
）
を
営
業
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
石
昌
等

が
引
い
て
来
た
車
は
十
輌
で
あ
り
、
各
人
が
購
入
し
た
私
磺
の
量
も
判
明
し
た
。
そ
こ
で
更
に
不
法
の
事
情
等
が
無
か
っ
た
か
各
犯
人
を

追
究
し
た
。

拠
各
犯
堅
供
。
実
因
民
間
薫
布
・
薫
花
。
做
取
燈
・
花
炮
。
以
及
染
房
・
銀
匠
・
薬
舗
。
在
在
需
磺
。
是
以
前
赴
河
南
私
買
。
希
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三
一

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

図
趕
集
零
星
售
売
。
委
無
別
故
。

　

各
犯
人
が
明
確
に
自
供
し
た
所
で
は
、
民
間
で
は
薫
布
・
薫
綿
花
や
取
燈
・
花
火
を
作
る
こ
と
か
ら
、
染
物
屋
、
銀
細
工
師
や
薬
店
等

至
る
と
こ
ろ
で
磺
石
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
で
河
南
へ
行
っ
て
勝
手
に
（
磺
石
を
）
購
入
し
、
市
場
へ
行
っ
て
小
量
ず
つ
販
売
し
よ
う
と

考
え
た
の
で
、
決
し
て
別
の
理
由
が
有
っ
た
の
で
は
な
い
。

　

更
に
そ
の
磺
斤
に
つ
い
て
は
、

今
訊
明
。
実
係
装
車
載
至
塩
市
口
。
另
行
分
路
。
自
行
運
往
周
村
・
青
城
・
益
都
・
膠
州
各
処
趕
集
零
売
。
並
非
彙
斉
囤
売
。
另

有
不
法
情
事
。

　

今
明
ら
か
に
な
っ
た
所
で
は
、（
磺
石
を
）
車
に
装
載
し
て
塩
市
口
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
別
に
行
路
を
分
け
各
自
が
周
村
（
済
南
府
）・

青
城
（
武
定
府
）・
益
都
（
青
州
府
）・
膠
州
（
莱
州
府
）
等
の
地
方
の
市
場
へ
運
搬
し
て
小
量
ず
つ
販
売
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、

決
し
て
一
括
し
て
販
売
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
不
法
の
事
態
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
杜
尚
志
等
二
十
一
人
も
の
人
間
が
グ
ル
に
な
っ
て
一
万
五
千
二
百
七
十
余
斤
も
の
磺
石
を
販
売
し
よ
う
と
し
た
こ
の
事
件
は
、

上
述
の
各
地
方
の
市
場
で
小
量
ず
つ
販
売
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
ず
特
別
に
不
法
な
行
為
を
行
っ
た
も
の
で
は
無
か
っ
た
こ

と
が
明
白
に
な
っ
た
。
た
だ
磺
石
の
私
販
は
政
令
で
厳
禁
さ
れ
て
い
た
の
で
、
彼
等
は
各
自
の
販
売
量
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
刑
罰
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
後
、更
に
山
東
巡
撫
國
泰
よ
り
通
報
を
受
け
た
河
南
巡
撫
鄭
大
進
の
捜
索
に
よ
り
私
磺
の
製
造
、販
売
の
状
況
が
よ
り
明
白
に
な
っ

て
来
た
。『
奏
摺
』
乾
隆
四
十
三
年
十
一
月
七
日
付
け
の
鄭
大
進
に
よ
る
私
磺
犯
取
調
べ
の
報
告
は
詳
細
且
つ
長
文
な
の
で
要
点
の
み
を

記
す
こ
と
に
す
る
。
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

三
二

　

鄭
大
進
は
上
奏
文
の
冒
頭
に
於
い
て

　
　

豫
省
之
河
内
県
。
地
処
太
行
山
麓
。
居
民
多
藉
産
煤
資
生
。
其
煤
竭
之
窑
。
産
有
銅
核
。
可
煉
硫
磺
。

　

と
述
べ
、
杜
尚
志
等
が
磺
石
を
購
入
し
た
河
内
県
地
方
で
は
居
民
の
多
く
が
石
炭
の
採
掘
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
お
り
、
石
炭
が
採

掘
さ
れ
な
く
な
っ
た
洞
窟
か
ら
は
銅
核
が
採
れ
、
そ
れ
か
ら
硫
磺
を
精
錬
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
こ
れ
は
前
の
事
例
（
1
）
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
事
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
河
南
省
に
於
い
て
は
既
に
乾
隆
二
十
八
年
に
、
廃
坑
を
天
時
地
利

人
和
の
六
窑
に
編
成
し
て
商
人
を
招
い
て
磺
石
を
採
取
さ
せ
、
省
の
委
員
に
収
買
さ
せ
て
い
た
。
即
ち
磺
石
は
全
て
官
が
指
定
し
た
商
人

が
採
取
し
、
河
南
省
が
そ
れ
を
全
量
買
取
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
十
一
年
に
は
、
巡
撫
阿
思
哈
が
偸
漏
の
弊
害
を
恐
れ
、
天

時
の
二
窑
の
み
を
残
し
て
官
弁
と
し
他
の
窑
は
皆
封
禁
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
杜
尚
志
等
は
河
内
県
（
懐
慶
府
）
の
靳
光
岱
等
か
ら
私
磺
を
購
入
し
て
い
た
と
い
う
の
で
按
察
使
に
急
報
し
、
懐
慶
府
及
び

河
内
県
等
の
責
任
者
に
命
じ
密
速
に
私
磺
の
販
売
者
を
捜
索
、
逮
捕
さ
せ
る
と
共
に
、
官
弁
の
磺
窑
に
於
い
て
偸
漏
の
有
無
を
調
べ
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
、
河
内
県
で
は
私
磺
販
売
の
靳
光
岱
、
劉
君
成
、
陳
二
回
子
、
許
九
一
等
八
人
が
逮
捕
さ
れ
、
武
陟
県
で
は
車
戸
の
石
昌
、

石
子
松
、
石
見
正
の
他
石
見
国
、
石
見
量
等
十
一
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
更
に
鄭
大
進
は
布
政
使
、
按
察
使
等
と
共
に
訊
問
を
加

え
た
結
果
、
靳
光
岱
、
劉
君
成
、
許
九
一
は
河
内
県
の
住
民
で
、
靳
光
岱
、
許
九
一
は
共
に
清
化
鎮
の
王
封
・
馮
封
二
村
で
旅
店
を
営
業

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。許
九
一
は
乾
隆
四
十
三
年
二
月
、山
間
の
廃
窑
で
銅
核
を
拾
い
、持
ち
帰
っ
て
焼
錬
し
磺
石
百
余
斤
を
得
た
。

た
ま
た
ま
そ
の
時
、
山
東
で
竹
製
品
を
販
売
し
て
い
る
杜
尚
志
が
商
品
を
購
入
す
る
為
に
清
化
鎮
へ
来
て
許
九
一
の
店
に
宿
泊
し
た
。
許

九
一
は
そ
こ
で
磺
石
を
毎
斤
二
十
文
で
売
却
し
銭
二
千
百
文
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
許
九
一
は
そ
の
事
を
同
業
の
靳
光
岱
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
彼
は
家
に
廃
窑
が
あ
る
の
で
、
そ
の
廃
窑
の
底
か
ら
屑
の
石
炭
（
臭
煤
）
を
掘
り
出
す
と
、
そ
の
中
に
銅
核
が
有
っ
た
の
で
磺
石
に
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三
三

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

焼
錬
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
四
月
に
、
息
子
の
靳
満
山
と
共
に
山
の
谷
間
に
爐
を
築
い
て
、
店
で
働
い
て
い
る
靳
光
祥
と
共
同
し
て

銅
核
を
焼
錬
し
て
磺
石
七
千
九
百
斤
を
獲
得
し
た
。
劉
君
成
に
も
ま
た
先
祖
が
残
し
た
廃
窑
が
有
っ
て
前
か
ら
窑
内
で
屑
の
石
炭
を
掘
り

出
し
て
販
売
し
て
い
た
。
今
年
四
月
に
、
平
素
か
ら
知
合
い
の
登
封
県
人
の
雷
有
が
劉
君
成
の
家
へ
来
て
、
石
炭
の
中
に
銅
核
が
混
在
し

て
い
る
の
を
見
て
劉
君
成
に
磺
石
を
焼
錬
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
教
え
た
。
そ
こ
で
彼
は
早
速
雷
有
に
手
助
け
を
頼
ん
で
銅
核
を
取

り
出
し
、
谷
間
に
爐
を
築
い
て
焼
錬
し
磺
石
四
千
四
百
七
十
五
斤
を
獲
得
し
た
。
ま
た
劉
宗
庫
は
劉
君
成
と
同
村
人
で
あ
る
が
、
こ
の
時

山
東
人
で
劉
宗
庫
の
家
に
寄
寓
し
て
い
た
陳
二
回
子
が
そ
の
事
を
聞
い
て
磺
石
を
焼
錬
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
劉
君
成
の
廃
窑
に
行
っ

て
銅
核
を
拾
い
集
め
た
。
劉
君
成
は
密
告
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
阻
止
し
な
か
っ
た
の
で
、
陳
二
回
子
は
劉
宗
庫
と
共
に
爐
を
作
っ
て
焼
錬

し
磺
石
二
千
二
百
斤
を
獲
得
し
た
。

　

以
上
の
事
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
河
内
県
地
方
で
は
炭
坑
の
廃
窑
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
窑
内
に
残
さ
れ
た
銅
核
か
ら
さ
ほ
ど
苦
労
し

な
く
て
も
磺
石
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
こ
と
が
口
伝
え
に
伝
わ
っ
て
炭
坑
の
廃
坑
付
近
の
人
間
が
少
人
数
で

協
力
し
合
い
、
廃
坑
の
洞
窟
内
（
廃
窑
）
か
ら
銅
核
を
収
拾
し
て
磺
石
を
焼
錬
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
磺
石
の

焼
錬
、
販
売
に
つ
い
て
は
厳
格
な
規
制
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
窑
戸
の
み
が
銅
核
を
採
取
し
、
磺
石
を
焼
錬
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
実
例
で
は
靳
光
岱
や
劉
君
成
等
は
さ
し
た
る
苦
労
も
無
く
相
当
量
の
磺
石
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
販
売
に
つ

い
て
も
官
発
行
の
許
可
書
等
全
く
無
関
係
で
、
杜
尚
志
等
二
十
一
人
に
販
売
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

実
例
（
1
）、（
2
）
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
張
麻
子
、
杜
尚
志
は
硝
磺
私
販
の
常
習
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
殊
に
張
麻
子
は
錦
州
で
三
和
店
と
い
う
旅
店
を
経
営
し
て
、
此
処
を
拠
点
に
買
い
集
め
た
磺
石
を
南
方
か
ら
の
海
船
に
売
却
し
て
い

た
と
い
う
か
ら
、
か
れ
の
錦
州
三
和
店
は
磺
石
密
売
の
一
拠
点
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
杜
尚
志
は
竹
製
品
を
販
売
す
る
商
人
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

三
四

で
あ
っ
た
が
、
居
住
地
の
山
東
省
青
城
県
か
ら
常
時
河
南
省
河
内
県
清
化
鎮
へ
行
っ
て
竹
貨
を
仕
入
れ
、
そ
れ
を
斉
東
の
市
場
で
販
売
し

て
い
た
と
い
う
が
、
竹
貨
を
仕
入
れ
る
序
に
私
磺
も
購
入
し
て
い
た
の
で
、
彼
も
磺
石
私
販
の
常
習
者
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ

し
て
こ
の
二
人
が
声
を
掛
け
る
と
い
と
も
簡
単
に
幾
人
も
の
私
磺
私
販
に
同
調
す
る
人
間
が
集
結
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら

判
断
す
れ
ば
、
集
結
し
た
人
間
た
ち
も
磺
石
私
販
に
関
し
て
何
ら
か
の
経
験
を
持
っ
て
い
た
者
達
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は

磺
石
私
販
に
関
し
て
あ
る
種
の
秘
密
の
幇
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
よ
う
。
何
れ
に
も
せ
よ
清
朝
が
硝
磺
の
私
掘
、
私
販
に

つ
い
て
禁
令
を
強
化
し
て
い
た
過
程
で
、
河
南
省
河
内
県
と
い
う
廃
窑
の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
地
域
の
人
間
が
禁
令
と
は
無
関
係
に
磺

石
を
私
的
に
採
取
し
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
こ
に
名
を
上
げ
た
靳
光
岱
、許
九
一
は
旅
店
（
歇
店
）
を
経
営
し
て
お
り
、

許
九
一
は
杜
尚
志
を
自
店
に
宿
泊
さ
せ
て
私
掘
し
た
磺
石
を
彼
に
販
売
し
た
の
で
あ
っ
た
し
、
靳
光
岱
も
杜
尚
志
と
そ
の
仲
間
を
自
店
に

宿
泊
さ
せ
て
、
私
掘
し
た
磺
石
を
彼
等
に
販
売
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
許
九
一
、
靳
光
岱
は
一
時
的
に

磺
石
を
採
掘
し
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、
販
売
を
目
的
に
磺
石
を
私
掘
し
て
貯
蔵
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
杜
尚
志
等
も
偶
然

に
彼
等
の
旅
店
に
宿
泊
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
等
の
旅
店
へ
行
け
ば
磺
石
の
入
手
が
可
能
だ
と
い
う
情
報
を
何
ら
か
の
方
法
で
得
て
い
た

も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
十
一
人
も
の
仲
間
が
偶
然
に
靳
光
岱
の
旅
店
に
集
合
し
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
硝
磺
の
私
販
に

つ
い
て
は
そ
れ
を
常
習
と
す
る
仲
間
集
団
が
存
在
し
、
彼
等
に
硝
磺
を
私
掘
、
販
売
す
る
業
者
の
存
在
も
秘
密
裡
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
清
朝
の
禁
令
の
裏
で
硝
磺
を
私
掘
、
私
蔵
し
、
ま
た
そ
の
硝
磺
を
購
入
、
私
販
を
業
と
す
る
集
団
や
彼
等
と
相

互
に
通
じ
る
情
報
網
が
秘
密
裡
に
拡
大
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
硝
磺
の
私
販
を
取
締
る
べ
き
地
方
組
織
の
活
動
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
事

例
（
1
）
が
そ
の
実
態
の
一
面
を
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
具
体
的
な
状
況
は
既
に
述
べ
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
山
海
関
と
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三
五

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

い
う
重
要
な
関
門
に
於
い
て
通
関
物
の
取
調
べ
に
当
た
る
べ
き
関
税
局
の
役
人
や
、
犯
人
逮
捕
に
当
た
っ
た
汛
兵
達
は
、
い
と
も
簡
単
に

犯
人
か
ら
賄
賂
を
提
供
さ
れ
て
彼
等
を
放
免
し
て
い
る
、
所
謂
「
賄
放
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
実
例
の
存
在
す
る
こ
と

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
清
朝
の
禁
令
の
徹
底
も
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
言
う
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
鳥
銃
等
火
器
の
私
造
、
私
蔵
、
私
販
の
実
例
を
取
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
実
例
を
示
す
史
料
を
管
見
の

範
囲
で
は
見
出
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
鳥
銃
の
私
蔵
、
私
販
の
実
在
を
予
想
さ
せ
る
史
料
は
存
在
す
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に

乾
隆
四
十
六
年
に
民
間
に
於
い
て
鳥
銃
を
私
蔵
し
、
ま
た
工
匠
が
鳥
銃
を
私
造
、
私
販
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の

禁
止
令
に
従
っ
て
各
省
は
毎
年
終
に
、
各
府
州
県
に
於
い
て
民
間
私
蔵
の
鳥
銃
の
徴
収
数
量
を
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
報
告
が
『
奏
摺
』
に
は
多
数
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
取
上
げ
た
い
。
乾
隆
四
十
七
年
十
一
月
四
日
付

け
の
江
西
巡
撫
郝
碩
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
今
年
二
月
ま
で
の
各
府
県
の
報
告
に
よ
れ
ば
鳥
鎗
千
三
百
三
十
五
杆
を
調
べ
出
し
た
。
更
に

茲
自
三
月
至
今
（
十
一
月
）。
拠
南
昌
等
府
州
各
属
県
節
次
禀
報
。
収
過
鳥
鎗
一
万
一
千
零
七
杆
。
鉄
銃
二
百
零
八
杆
。
連
前
共
収

過
鳥
鎗
鉄
銃
一
万
二
千
五
百
五
十
杆
。

　

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
同
年
六
月
三
日
付
け
の
貴
州
巡
撫
李
本
の
報
告
で
は
、

　
　

苗
民
聞
知
例
禁
。
亦
将
旧
存
鎗
繳
官
。
倶
按
鎗
之
大
小
。
捐
賞
銭
数
百
文
不
等
。
核
計
已
繳
到
鳥
鎗
。
一
千
三
百
三
十
桿
。

　

こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
貴
州
で
は
苗
族
も
禁
令
を
知
っ
て
以
前
か
ら
私
蔵
し
て
い
た
鳥
銃
を
官
へ
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
提

出
さ
れ
た
鳥
銃
に
つ
い
て
は
、そ
の
大
小
に
従
っ
て
銭
数
百
文
を
与
え
た
と
い
う
。そ
の
結
果
提
出
さ
れ
た
鳥
銃
は
千
三
百
三
十
桿
に
上
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
云
う
提
出
さ
れ
た
鳥
銃
に
対
し
云
わ
ば
代
価
と
も
云
う
べ
き
銭
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
は
法
令
で
定
め
ら
れ
た

事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
私
蔵
の
鳥
銃
の
提
出
を
奨
励
す
る
一
方
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
方
策
は
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

三
六

広
東
省
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、巡
撫
尚
安
は
「
酌
給
価
値
」（
鳥
銃
の
長
短
を
計
っ
て
代
価
を
与
え
た
）
と
述
べ
て
い
る
（『
奏
摺
』

乾
隆
四
十
七
年
七
月
二
十
七
日
、
巡
撫
尚
安
摺
）。
同
様
の
方
策
は
他
の
幾
つ
か
の
省
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
又
同

年
十
一
月
二
十
七
日
付
け
、
閩
浙
総
督
富
勒
渾
の
報
告
で
は
、
浙
江
省
の
鳥
銃
の
私
蔵
を
認
め
ら
れ
て
い
る
地
域
以
外
の
五
十
九
州
県
に

於
い
て
鳥
鎗
二
百
十
四
桿
を
収
納
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
三
例
だ
け
か
ら
で
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
乾
隆
四
十
七
年
段
階

で
、
あ
る
省
で
は
民
間
か
ら
提
出
さ
れ
た
鳥
銃
は
一
万
丁
を
超
え
、
殆
ど
の
省
で
も
数
千
、
数
百
丁
に
達
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
乾

隆
四
十
七
年
以
前
に
於
い
て
既
に
鳥
銃
の
私
蔵
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
に
於
け
る
私
蔵
が
こ
れ
だ
け
の
数

量
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
見
合
う
数
量
が
民
間
で
私
造
、
私
販
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
清
朝

の
禁
止
令
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
に
於
け
る
鳥
銃
等
の
火
器
の
私
蔵
、
私
販
は
か
な
り
の
数
量
に
上
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

清
朝
に
於
い
て
も
そ
う
し
た
事
態
は
予
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
乾
隆
四
十
七
年
一
月
、
民
間
に
於

け
る
鳥
銃
の
私
蔵
を
見
逃
し
て
い
た
地
方
官
に
対
し
て
は
改
め
て
失
察
の
処
分
が
強
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
年
末
に
督
撫
は
属
下
の
地

方
官
の
失
察
の
次
数
を
報
告
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
従
っ
て
督
撫
の
報
告
に
於
い
て
各
地
方
の
鳥
銃
の
提
出

数
が
述
べ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
地
方
官
の
失
察
の
状
況
も
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
数
例
を
上
げ
る
な
ら
ば
、
乾
隆
四
十
八
年
十
一

月
二
十
二
日
付
け
、
四
川
総
督
李
世
傑
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
四
十
七
年
に
民
間
か
ら
鳥
銃
一
万
三
千
余
桿
を
供
出
さ
せ
、
今
年
に
は

二
千
七
百
余
桿
を
供
出
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
冨
順
県
に
於
い
て
一
件
、
漢
県
に
於
い
て
一
件
の
鳥
銃
に
よ
る
人
身
傷
害
事
件
の

発
生
し
た
こ
と
を
述
べ
、
知
県
の
失
察
の
結
果
と
し
て
い
る
。
又
乾
隆
四
十
八
年
十
二
月
十
五
日
付
け
、
安
徽
巡
撫
冨
躬
の
上
奏
に
よ
れ

ば
、
本
年
に
於
け
る
同
省
の
鳥
銃
の
供
出
数
は
七
百
六
十
五
桿
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
太
和
県
に
於
い
て
一
件
の
傷
害
事
件
の

発
生
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
て
も
、
清
朝
に
よ
る
相
当
厳
格
な
禁
止
令
の
下
に
、
全
国
的
に
民
間
か
ら
の
鳥
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三
七

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

銃
の
供
出
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
鳥
銃
を
私
蔵
し
た
上
で
の
傷
害
事
件
が
各
地
で
発
生
し
て
い
た
。
更
に
こ
の
後
に
於
い
て
も
民
間
に
於

い
て
鳥
銃
に
よ
る
傷
害
事
件
は
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
で
乾
隆
五
十
二
年
、
福
建
省
漳
州
地
方
に
於
い
て
、
盗
賊
周
思
等
が
鳥
銃
を
持
っ
て

抵
抗
し
汛
兵
を
負
傷
さ
せ
た
事
件
（『
奏
摺
』
乾
隆
五
十
二
年
九
月
一
日
、
閩
浙
総
督
李
侍
堯
摺
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
硝
磺
の
私

販
に
つ
い
て
も
同
年
七
月
、
浙
江
省
上
杭
県
に
於
い
て
当
地
の
住
民
が
磺
石
を
私
掘
、
私
販
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
（『
同
』
乾

隆
五
十
二
年
七
月
二
十
日
、
同
李
侍
堯
摺
）。

　

以
上
の
よ
う
に
清
朝
は
硝
磺
の
私
掘
、
私
販
や
、
鳥
銃
の
私
造
、
私
蔵
に
対
し
て
相
当
厳
格
な
禁
止
令
を
実
施
し
、
国
家
的
な
軍
事
以

外
で
の
そ
れ
ら
の
民
間
で
の
使
用
を
禁
止
し
て
来
た
。
し
か
し
民
間
に
於
け
る
硝
磺
や
鳥
銃
の
使
用
を
完
全
に
統
制
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。

　
　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
今
ま
で
余
り
具
体
的
に
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
清
朝
中
期
、
特
に
乾
隆
朝
に
於
け
る
火
薬
、
鳥
銃
等
火
器
の
使
用

に
関
係
す
る
問
題
を
取
上
げ
た
。
明
末
清
初
期
を
画
期
と
し
て
発
達
し
た
銃
砲
の
製
造
、
使
用
を
中
国
支
配
を
確
立
し
た
清
朝
が
如
何
に

統
括
し
、
統
制
し
て
い
く
か
は
国
家
的
な
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。
中
国
支
配
の
初
期
か
ら
清
朝
は
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
鳥
銃
等
の
使
用

に
つ
い
て
厳
格
な
禁
止
令
を
施
行
し
た
こ
と
は
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
清
朝
中
期
に
至
っ
て
そ
の
禁
止
令
は
更
に
厳
格
化
さ
れ
た
が
、
一

方
各
地
方
に
於
い
て
は
現
実
の
問
題
と
し
て
全
面
的
に
禁
止
令
を
実
施
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
地
域
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
り
、
清
朝
及

び
各
地
域
が
そ
れ
に
如
何
に
対
応
し
た
か
、
禁
止
令
を
巡
る
問
題
を
Ⅰ
、
Ⅱ
節
で
取
上
げ
た
。
Ⅲ
節
に
お
い
て
は
、
清
朝
の
厳
格
な
禁
止
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清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

三
八

令
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
違
反
し
て
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
磺
特
に
磺
石
の
私
掘
、
私
販
を
行
っ
た
実
例
を
取
上
げ
て
そ
の
実
態
を
分

析
し
た
。
そ
の
結
果
、
磺
石
の
私
掘
は
民
間
人
が
偶
然
に
一
時
的
に
私
掘
を
実
行
し
た
と
は
考
え
難
く
、
利
益
を
目
的
に
相
当
量
を
自
家

に
匿
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
一
方
、
そ
の
磺
石
の
購
入
、
販
売
を
常
習
と
す
る
商
人
が
存
在
し
、
彼
等
が
小
集
団
を
組
織
し

て
生
業
以
外
に
こ
れ
ら
の
磺
石
を
各
地
の
市
場
等
で
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
等
商
人
達
は
磺
石
を
購
入
す
る
為
の
貯
蔵
者

の
居
所
を
予
め
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
即
ち
磺
石
の
私
販
者
と
購
入
者
の
間
に
何
ら
か
の
連
絡
網
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

更
に
こ
う
し
た
禁
制
品
の
私
販
の
取
締
り
を
任
務
と
す
る
地
域
の
汛
の
武
官
や
汛
兵
、
或
い
は
税
関
の
役
人
が
禁
制
品
の
輸
送
、
販
売

者
達
を
賄
賂
を
取
っ
て
釈
放
し
て
い
た
こ
と
、
即
ち
「
賄
放
」
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

清
朝
は
上
述
し
た
よ
う
な
民
間
人
の
禁
止
令
違
反
行
為
に
対
し
て
、
徹
底
し
た
取
締
り
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
一
つ

は
上
記
の
よ
う
に
違
反
行
為
を
取
締
る
べ
き
地
方
役
人
、
武
官
達
の
不
正
行
為
の
存
在
に
も
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
間
に
於
け
る
硝

磺
や
鳥
銃
等
の
私
造
、
私
販
は
清
朝
の
禁
止
令
の
背
後
で
続
行
さ
れ
、
乾
隆
朝
末
期
か
ら
嘉
慶
朝
に
か
け
て
拡
大
し
た
地
方
の
秘
密
結
社

や
海
賊
の
活
動
に
有
力
な
武
器
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

注

（
1
）
拙
稿
「
清
代
中
期
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
」（『
研
究
論
集
』（
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）

（
2
）
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
注
（
1
）
拙
稿
参
照
。

（
3
）『
実
録
』
巻
七
四
、
乾
隆
三
年
八
月
壬
午
。

（
4
）『
実
録
』
巻
六
一
〇
、
乾
隆
二
十
五
年
四
月
甲
申
。
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三
九

清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て

（
5
）
竹
銃
・
鉄
銃
に
つ
い
て
は
、
如
何
な
る
物
で
あ
る
の
か
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
竹
銃
が
例
禁
の
物
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
『
実
録
』
巻
五
八
〇
、

乾
隆
二
十
四
年
二
月
癸
丑
の
条
に
記
事
が
あ
る
。

（
6
）
こ
の
禁
令
の
実
施
例
と
し
て
河
南
巡
撫
富
勒
渾
は
次
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。

査
。
豫
省
於
乾
隆
三
十
九
年
。
大
学
士
舒
赫
徳
奏
明
査
禁
之
時
。
拠
祥
符
等
県
。
呈
繳
鳥
鎗
七
千
一
百
四
十
余
桿
。（『
乾
隆
朝
宮
中
檔
奏
摺
』
乾
隆
四
十
六

年
十
一
月
二
十
八
日
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
祥
符
等
の
県
と
あ
る
の
み
な
の
で
実
際
は
如
何
程
の
地
域
を
含
む
か
明
確
で
は
な
い
が
、
祥
符
県
近
隣
の
地
域
で
は
民
間
か
ら
鳥
銃

七
千
百
四
十
余
丁
を
提
出
さ
せ
た
と
い
う
。

（
7
）
地
保
に
つ
い
て
は
山
本
英
史
『
清
代
中
国
の
地
域
支
配
』
第
十
一
章
二
、三
節
参
照
。
こ
の
第
三
節
に
於
い
て
、
地
保
の
役
割
と
し
て
警
察
業
務
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
8
）『
奏
摺
』
乾
隆
四
十
六
年
十
二
月
初
七
日
、
安
徽
巡
撫
農
起
摺
。

（
9
）『
実
録
』
巻
一
一
四
九
、
乾
隆
四
十
七
年
一
月
乙
丑
。

（
10
）『
奏
摺
』
乾
隆
四
十
六
年
十
二
月
一
日
。
山
西
巡
撫
雅
徳
摺
。

（
11
）『
実
録
』
巻
一
一
五
五
、
乾
隆
四
十
七
年
四
月
己
丑
。

（
12
）『
実
録
』
巻
一
一
六
三
、
乾
隆
四
十
七
年
九
月
。

（
13
）『
実
録
』
巻
一
一
七
二
、
乾
隆
四
十
八
年
一
月
乙
巳
。

（
14
）『
奏
摺
』
乾
隆
二
十
一
年
十
月
二
十
日
、
同
十
一
月
八
日
、
九
日
、
十
一
月
十
八
日
、
二
十
日
、
同
十
二
月
十
四
日
、
二
十
日
等
。

（
15
）「
汛
」
に
つ
い
て
は
太
田
出
『
中
国
近
世
の
罪
と
罰
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
刊
）
第
二
章
参
照
。

（
16
）こ
こ
に
云
う
薫
布
・
薫
棉
花
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
物
か
不
明
で
あ
る
。大
方
の
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。取
燈
に
つ
い
て
は
、元
陶
宗
儀『
輟
耕
録
』、取
燈
の
条
に
、

「
杭
人
削
松
木
為
小
片
。
其
薄
如
紙
。
鎔
硫
磺
塗
木
片
頂
分
許
。
名
曰
発
燭
…
蓋
発
火
及
代
燈
燭
用
也
」
と
あ
り
、
今
日
の
マ
ッ
チ
或
い
は
蝋
燭
に
相
当
す

る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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